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２
０
１
１
年
３
月　

日
、
午
後
２

１１

時　

分
。
東
日
本
を
襲
っ
た
強
烈
な

４６
揺
れ
と
す
さ
ま
じ
い
威
力
の
津
波
。

東
日
本
大
震
災
。
地
震
の
規
模
を

示
す
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
は
国
内
観

測
史
上
最
大
の
９
・
０
。
映
し
出
さ

れ
る
惨
状
を
前
に
、
言
葉
を
失
っ

た
・
・
・
。
想
像
を
絶
し
た
。

各
種
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
も
寸
断
さ

れ
、
建
築
物
の
全
壊
・
半
壊
は
合
わ

せ
て　

万
戸
以
上
、
ピ
ー
ク
時
の
避

３７

難
者
は　

万
人
以
上
、
停
電
世
帯
は

４０

８
０
０
万
戸
以
上
、
断
水
世
帯
は
１

８
０
万
戸
以
上
に
上
っ
た
。
政
府
は

震
災
に
よ
る
被
害
額
を　

兆
か
ら

１６

　

兆
円
と
試
算
し
て
い
ま
す
。

２５
あ
の
日
か
ら
今
日
で
ち
ょ
う
ど

１
年
が
経
ち
ま
し
た
。
２
０
１
２
年

２
月　

日
現
在
で
、
震
災
に
よ
る
死

１０

者
・
行
方
不
明
者
は
約
2
万
人
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
東
日
本
大
震
災
で

亡
く
な
ら
れ
た
方
の
ご
冥
福
を
お

祈
り
す
る
と
と
も
に
、
被
災
者
の

方
々
の
ご
健
康
と
一
日
も
早
い
復

興
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

黙
と
う

１
年
経
っ
た
今
も
、
こ
の
地
震
に

よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
原
発
問

題
、
経
済
問
題
、
余
震
は
未
だ
収
束

し
て
い
ま
せ
ん
。
国
難
に
直
面
し
て

い
る
今
だ
か
ら
こ
そ
、
防
災
に
つ
い

て
、
一
人
ひ
と
り
が
考
え
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
新
潟
県
で
も
中
越
地

震
、
中
越
沖
地
震
と
、
と
て
も
大
き

な
地
震
が
あ
り
ま
し
た
。県
内
に
も
、

左
図
の
よ
う
に
、
地
震
を
起
こ
す
か

も
し
れ
な
い
活
断
層
が
数
多
く
あ

り
ま
す
。
明
日
、今
日
、災
害
が
起
き

な
い
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

私
た
ち
の
意
識
と
備
え
が
問
わ

れ
る
時
代
で
す
。

今
回
は
、「
自
助
」「
共
助
」「
公

助
」
と
い
う
、
３
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド

か
ら
、
地
震
に
立
ち
向
か
う
た
め
に

今
何
が
で
き
る
の
か
、
何
を
し
な
く

て
は
い
け
な
い
の
か
を
考
え
ま

し
ょ
う
。

教
訓

3
・

未
曾
有
の
大
震
災
か
ら
1
年

3
・　
　

未
曾
有
の
大
震
災
か
ら
1
年
。。

1111

教訓教訓。。
わたしたちにできることわたしたちにできること、、
すべきことすべきこと。。

自助 共助

公助

自分の身は自分で守る 地域の人々の助け合い

町・消防署などの救助・援助

地域の防災力
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地
震
に
対
す
る
準
備
を
す
る
た
め
に
、
ま
ず
は
ど
の

よ
う
な
被
害
が
想
定
さ
れ
る
の
か
、
イ
メ
ー
ジ
を
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。

家
族
で
地
震
が
起
き
た
と
き
の
た
め
の
計
画
を
作
り

ま
し
ょ
う
。
自
宅
で
被
災
し
た
場
合
、み
ん
な
そ
れ
ぞ
れ

違
う
場
所
に
い
た
場
合
、
地
道
な
備
え
の
積
み
重
ね
が
、

い
ざ
と
い
う
時
の
災
害
対
応
力
に
つ
な
が
り
ま
す
。

ま
ず
一
番
に
頼
れ
る
、
心
が
落
ち
着
く
の
は
家
族
で

あ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

自分と家族を守る自助
防災の基本は、自分の命や家族の命を自分自身で守ること防災の基本は、自分の命や家族の命を自分自身で守ること。。
地震が起きるまでに今やっておかなければならないこと、そして、地震が起きたら何をすべき地震が起きるまでに今やっておかなければならないこと、そして、地震が起きたら何をすべき　
なのかを見直しておく必要があります　なのかを見直しておく必要があります。。

地
震
発
生
。
そ
の
時
あ
な
た
は

　
　
　
　
　
　
　

何
を
し
ま
す
か
？

地
震
に
遭
遇
し
た
際
、
あ

な
た
と
あ
な
た
の
家
族
を
守

る
た
め
に
は
、
あ
な
た
の
行

動
一
つ
一
つ
が
大
変
重
要
で

す
。
で
は
、
ど
の
よ
う
に
行
動

す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

地震発生～ 2分 まずは自分の安全の確保です！
・机の下に入って体を守ります。
・ドアや窓を開けて逃げ道を確かめます。
・ガラスでけがをしないように、スリッパや靴を履き、逃げる準備をします。

2 分～ 5分 落ち着いて周囲の確認！
・火事が発生したら火を消して、ガスの元栓を閉めます。
・家族の安全を確かめます。

5 分～ 10 分 災害がおきたとき、持って逃げるもの
　　　　　　　　　　　　　を確める！・非常用の持ちものを確めます。

・電池で動くラジオをつけます。
・ガスの元栓を閉めます。ブレーカーを切ります。

10 分～数時間 となりの人は大丈夫ですか。
　　　　みんなで協力して避難開始！

・となりの人の安全をチェックしたり、火を消したり、ケガをした人を助けたりして
　みんなで協力しましょう。
・お年寄りや身体の不自由な人を助けるためにみんなで協力します。

～ 3日目 避難生活では・・・
・家族へ連絡します。災害時伝言ダイヤルを使いましょう。
・準備していた食べ物・水で生活しましょう。
・壊れた家に入ってはいけません。
・避難所では、みんなで助け合って生活しましょう。

家
族
会
議
を

　
　
　

開
い
て
お
こ
う
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避
難
所
・
避
難
場
所
を
再
確
認
！

町
内
に
は
次
の
よ
う
な
避
難
所
・
避
難
場
所
が
あ
り
ま
す
。
家
の
近
く
の
避
難
所

町
内
に
は
次
の
よ
う
な
避
難
所
・
避
難
場
所
が
あ
り
ま
す
。
家
の
近
く
の
避
難
所
・・

避
難
場
所
を
確
認
し
、
家
族
で
災
害
時
の
行
動
を
話
し
合
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

避
難
場
所
を
確
認
し
、
家
族
で
災
害
時
の
行
動
を
話
し
合
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
まま

た
、
地
震
な
ど
の
災
害
は
必
ず
自
宅
で
遭
う
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
職
場
や
習
い
事

た
、
地
震
な
ど
の
災
害
は
必
ず
自
宅
で
遭
う
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
職
場
や
習
い
事
先先

で
被
災
し
た
場
合
の
避
難
所
・
避
難
場
所
も
把
握
し
て
お
く
と
安
心
で
す
。
避
難

で
被
災
し
た
場
合
の
避
難
所
・
避
難
場
所
も
把
握
し
て
お
く
と
安
心
で
す
。
避
難
勧勧

告
や
避
難
指
示
が
発
表
さ
れ
て
い
な
く
て
も
、
危
険
を
感
じ
た
ら
早
め
に
自
主
避

告
や
避
難
指
示
が
発
表
さ
れ
て
い
な
く
て
も
、
危
険
を
感
じ
た
ら
早
め
に
自
主
避
難難

し
て
く
だ
さ
い

し
て
く
だ
さ
い
。。

災害使用区災害使用区分分
受入人受入人数数

町指定避難町指定避難所所

（屋内（屋内）） 土砂災害土砂災害時時地震地震時時

○○○○２５２ ５ ００三国小学三国小学校校

○○○○３２３ ２ ００公民館浅貝分公民館浅貝分館館

××○○７７ ００宿場の宿場の湯湯

災害使用区災害使用区分分町指定避難場町指定避難場所所

（屋外（屋外）） 土砂災害土砂災害時時地震地震時時

××○○浅貝町営グラウン浅貝町営グラウンドド

○○○○苗場スキー場駐車苗場スキー場駐車場場

××○○三国小学校グラウン三国小学校グラウンドド

××○○
かぐらスキーかぐらスキー場場

田代ステーション駐車田代ステーション駐車場場

××○○宿場の湯駐車宿場の湯駐車場場

災害使用区災害使用区分分
受入人受入人数数

町指定避難町指定避難所所

（屋内（屋内）） 土砂災害土砂災害時時地震地震時時

○○○○２４２ ４ ００三俣小学三俣小学校校

災害使用区災害使用区分分町指定避難場町指定避難場所所

（屋外（屋外）） 土砂災害土砂災害時時地震地震時時

○○○○三俣小学校グラウン三俣小学校グラウンドド

○○○○街道の湯駐車街道の湯駐車場場

○○○○八木沢児童遊園八木沢児童遊園地地

災害使用区災害使用区分分
受入人受入人数数

町指定避難町指定避難所所

（屋内（屋内）） 土砂災害土砂災害時時地震地震時時

○○○○３５３ ５ ００湯沢小学湯沢小学校校

○○○○４０４ ０ ００湯沢町公民湯沢町公民館館

○○××６６ ００やすらぎやすらぎ荘荘

××○○５５ ００湯沢高原ロープウェ湯沢高原ロープウェーー

××○○１１ ４４堀切集会堀切集会所所

災害使用区災害使用区分分町指定避難場町指定避難場所所

（屋外（屋外）） 土砂災害土砂災害時時地震地震時時

○○○○湯沢小学校グラウン湯沢小学校グラウンドド

○○○○湯沢町公民館駐車湯沢町公民館駐車場場

○○××やすらぎ荘駐車やすらぎ荘駐車場場

××○○湯沢高原ロープウェー駐車湯沢高原ロープウェー駐車場場

××○○雪国館駐車雪国館駐車場場

××○○
東京電力（株）湯沢発電東京電力（株）湯沢発電所所

グラウンド及び駐車グラウンド及び駐車場場

××○○大石田公大石田公園園

××○○駒子の湯駐車駒子の湯駐車場場

××○○湯沢保育園駐車湯沢保育園駐車場場

××○○地蔵堂公地蔵堂公園園

○○○○駅前公駅前公園園

○○○○奈良山公奈良山公園園

○○○○石白児童遊園石白児童遊園地地

○○○○中央保育園グラウン中央保育園グラウンドド

災害使用区災害使用区分分
受入人受入人数数

町指定避難町指定避難所所

（屋内（屋内）） 土砂災害土砂災害時時地震地震時時

○○○○２５２ ５ ００神立小学神立小学校校

○○○○４８４ ８ ００湯沢中学湯沢中学校校

××○○３３ ５５
芝原・荒戸地芝原・荒戸地区区

生活改善センタ生活改善センターー

○○○○２２ ５５
七谷切地七谷切地区区

生活改善センタ生活改善センターー

××○○５５ ００
原新原新田田

ふれあい会ふれあい会館館

災害使用区災害使用区分分町指定避難場町指定避難場所所

（屋外（屋外）） 土砂災害土砂災害時時地震地震時時

○○○○神立小学校グラウン神立小学校グラウンドド

○○○○湯沢中学校グラウン湯沢中学校グラウンドド

○○○○旧湯沢高校グラウン旧湯沢高校グラウンドド

○○○○みちしるべ湯沢（道路情報ターミナルみちしるべ湯沢（道路情報ターミナル））

○○○○しおざわ農協湯沢支所駐車しおざわ農協湯沢支所駐車場場

○○○○原新田公原新田公園園

○○○○湯沢カルチャーセンター水芭蕉駐車湯沢カルチャーセンター水芭蕉駐車場場

災害使用区災害使用区分分
受入人受入人数数

町指定避難町指定避難所所

（屋外（屋外）） 土砂災害土砂災害時時地震地震時時

○○○○２４２ ４ ００土樽小学土樽小学校校

○○○○１２１ ２ ００体験工房大源体験工房大源太太

××○○２２２ ２ ００
湯沢町農山湯沢町農山村村

総合開発センタ総合開発センターー

○○○○３３ ８８
松川地松川地区区

生活改善センタ生活改善センターー

○○○○７７ ００滝ノ又会滝ノ又会館館

○○○○６６ ００谷後開発センタ谷後開発センターー

○○××１０１ ０ ００土樽集落開発センタ土樽集落開発センターー

災害使用区災害使用区分分町指定避難場町指定避難場所所

（屋外（屋外）） 土砂災害土砂災害時時地震地震時時

○○○○土樽小学校グラウン土樽小学校グラウンドド

××○○体験工房大源太駐車体験工房大源太駐車場場

××○○湯沢町農山湯沢町農山村村総合開発センター駐車総合開発センター駐車場場

○○○○土樽保育園駐車土樽保育園駐車場場

○○○○岩の湯駐車岩の湯駐車場場

○○○○中里パーキングパー中里パーキングパークク

××○○古野中里中央児童遊園古野中里中央児童遊園地地

○○○○松川児童遊園松川児童遊園地地

××○○土樽自然公土樽自然公園園

○○○○滝ノ又児童遊園滝ノ又児童遊園地地

○○○○加山キャプテンコースト駐車加山キャプテンコースト駐車場場

○○○○旭原児童遊園旭原児童遊園地地

湯沢地区 神立地区

土樽地土樽地区区

三俣地区

三国地三国地区区

対象対象者者
災害使用区災害使用区分分

受入人受入人数数福祉避難福祉避難所所
土砂災害土砂災害時時地震地震時時

高齢者・乳幼高齢者・乳幼児児××○○３３ ００浅貝保育浅貝保育園園

高齢者・乳幼高齢者・乳幼児児○○○○９９ ００神立保育神立保育園園

要介護認定要介護認定者者

重度障がい重度障がい者者
○○○○４４ ００ゆのさとゆのさと園園

高齢者・乳幼高齢者・乳幼児児○○○○９９ ００土樽保育土樽保育園園

高齢者・乳幼高齢者・乳幼児児○○○○９９ ００湯沢保育湯沢保育園園

高齢者・乳幼高齢者・乳幼児児○○○○１２１ ２ ００中央保育中央保育園園

要介護高齢要介護高齢者者

身体障がい身体障がい者者
○○○○２２ ００

湯沢湯沢町町

デイサービスセンタデイサービスセンターー

福祉避難福祉避難所所

福祉避難所は、体の不自由な人を優先する施設です。

災害時使用区分の×は使用不可です災害時使用区分の×は使用不可です。。

　避難場所とは　
災害が発生したとき、または災災害が発生したとき、または災害害

の発生の恐れがあるときに、生命の発生の恐れがあるときに、生命のの
安全を確保するため一時的に避難安全を確保するため一時的に避難すす
る場所です。災害発生後は避難場る場所です。災害発生後は避難場所所
に避難し、安否確認を行ってくだに避難し、安否確認を行ってくだささ
いい。。

　避難所とは　
被災者の住宅が回復されるまで被災者の住宅が回復されるまで、、

あるいは応急仮設住宅へ入居できあるいは応急仮設住宅へ入居できるる
までの一時的な生活の本拠地となまでの一時的な生活の本拠地となるる
施設です。避難所の開設は被災状施設です。避難所の開設は被災状況況
に応じで開設されるため、災害発に応じで開設されるため、災害発生生
後すぐには開いていません。被災後すぐには開いていません。被災状状
況により避難所の安全が確認され況により避難所の安全が確認されたた
後に開設されます後に開設されます。。
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防災チェックリス防災チェックリストト
一時非常持出一時非常持出品品チェックリスチェックリストト 二時非常持出二時非常持出品品チェックリスチェックリストト

■　非常食（水）　　　　

□　乾パン・クラッカー
□　缶詰
□　インスタントラーメン　
□　飲料水
□　紙皿、紙コップ、割り箸
□　ナイフ、缶切り、栓抜き　

■　救急・安全　　　　

□　ばんそうこ、ガーゼ
□　包帯、三角巾
□　体温計
□　消毒薬
□　解熱剤
□　胃腸薬
□　風邪薬
□　鎮痛剤
□　目薬
□　常備薬　

□　現金
□　通帳・印鑑
□　証書関係
□　健康保険証の写し
□　免許証の写し　

■　貴重品　　　　

■　衣服・生活日用品

□　下着
□　上着
□　靴下
□　ハンカチ
□　タオル
□　ティシュペーパー
□　ヘルメット
□　ライター、マッチ
□　ビニールシート
□　雨具
□　生理用品
□　紙おむつ■　照明器具　　　　　

□　懐中電灯
□　予備の電池
□　ろうそく　

■　携帯ラジオ　　

□　携帯ラジオ
□　予備の電池　

■　食料　　　　

□　乾パン・クラッカー
□　缶詰
□　インスタントラーメン　
□　飲料水（1日 3L 目安）
□　レトルトご飯
□　アメ、お菓子　

■　その他生活日用品　　　　　　　　　　　　

□　生活用水（風呂や洗濯）
□　毛布、寝袋
□　キッチン用ラップ
□　メガネ、コンタクト用品
□　水のいらないシャンプー
□　トイレットペーパー
□　ビニール袋
□　ビニールシート
□　洗面用具
□　布製テープ
□　石けん
□　バケツ

■　燃料　　　　　　　　

□　卓上コンロ
□　固形燃料
□　ガスボンベのストック　

□　裁縫セット
□　さらし
□　補聴器
□　スコップ
□　ロープ
□　万能ナイフ
□　使い捨てカイロ
□　なべ、やかん
□　タオル（大・小）

も
し
も
の
と
き
に
必
要
な
も
の
は

　
　
　
　
　
　
　
　

何
で
し
ょ
う
?

世帯・地域で必要なもの
世帯・地域で必要なものはは

それぞれ違います

　　　　　　　　　　　　それぞれ違います。。

家族構成に合わせ
家族構成に合わせてて

必要なものを話合ってみましょう
必要なものを話合ってみましょう。。
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NTT ドコモ緊急速報

エエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーールルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルサササササササササササササササササササササーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーービビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビエリアメールサービスススススススススススススススススススススス

を活用しよう

　①避難準備情報　
　②避難勧告　
　③避難指示　
　④警戒区域情報　
　⑤指定河川洪水警報
　　（氾濫注意情報を除く）　
　⑥土砂災害警戒情報　
　⑦弾道ミサイル情報　
　⑧航空攻撃情報　
　⑨ゲリラ・特殊部隊攻撃情報
　⑩大規模テロ情報

エリアメールの受信設定について　　　　　　　　　 
エリアメールを受信するには、対応携帯電話の受信設定に

てＯＮ（利用する）が選択されている必要があります。なお、
２００８年１１月以降の発売機種では、携帯電話購入時に、エリア
メールの受信設定は、ＯＮ（利用する）に設定されています。
それ以前の機種（※）では、携帯電話購入時に、ＯＦＦ（利用
しない）に設定されていますので、エリアメールを受信するに
は、（例）「メール」→「エリアメール」→「受信設定」を選択
し、ＯＮ（利用する）に変更する必要があります。

※事前に受信設定が必要な機種　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　９０６i・９０５i・７０６i（ＮＭ７０６i・Ｌ７０６ie・ＳＨ７０６ie を除く）シリーズ
　Ｎ７０５i μ / Ｐ７０５i μ / Ｎ７０５i/ Ｐ７０５i/ ＳＯ７０５i/ ＰＲＯＳＯＬＩＤμ
　らくらくホンＶ / らくらくホン プレミアム

　なお、上記に記載されていない機種及びＮＴＴドコモ以外の機種では、エリア
メールの受信はできません。ＫＤＤＩ（au）及びソフトバンクにつきましては、今
年度中に運用を開始します。詳細につきましては別途お知らせします。不明な点が
ありましたら、総務課防災管財班にお問い合わせください。　　

問　総務課防災管財班　�７８４－３４５１

緊急速報「エリアメール」とは　　　　　　　　　　　
緊急速報「エリアメール」とは、災害等の緊急時において湯

沢町全域に在圏する大多数のユーザーに対し、一斉に同報配
信を行うサービスです。湯沢町から配信された緊急情報をエ
リアメールセンターで受信し、湯沢町全域に対し、エリア
メール（災害・避難情報等）を配信します。「エリアメール」
を受信した際は、内容を確認し近くの方に情報提供するとと
もに、メールに記載されている指示に従い慌てずに行動して
ください。

　湯沢町では、災害発生時の情報伝達手段の一つとして、
ＮＴＴドコモ緊急速報「エリアメール」に契約し、平成２３

　年８月１７日からサービスが開始されました。

災害用伝言ダイヤル   171
ＮＴＴでは、地震のときに、地震があった場所にいる人たちが家族と連絡ができるように、「災害用

伝言ダイヤル」」のサービスを始めます。���に電話をかけると、伝言を残すことができます。

�������

伝言を録伝言を録音音

伝言を聞く

伝言を入れるときは
・・１をダイヤルする

伝言を聞くときは
・・２をダイヤルする

�

��

�

ご自身の電話番ご自身の電話番号号
025（78 ○）○○○025（78 ○）○○○○○

地震にあった場所にいる人が伝
言を残すときは、市外局番から自分
の電話番号を入れます。
ほかの場所にいる人は、連絡した

い人の電話番号を市外局番から入
れます。

�

伝言を録伝言を録音音

伝言を聞く

伝言を入れる

伝言を聞く



7

�
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
９
割
以
上
の
人
が

自
分
自
身
や
家
族
、
近
隣
の
住
民
な
ど
の
自
助
・

共
助
に
よ
り
救
出
さ
れ
、
消
防
や
警
察
、
自
衛
隊

な
ど
の
公
助
に
よ
っ
て
救
出
さ
れ
た
方
は
１
割

に
も
満
た
な
い
と
い
う
調
査
結
果
が
あ
り
ま
す
。

大
規
模
災
害
が
起
き
た
と
き
に
、
行
政
の
対

応
（
公
助
）
だ
け
で
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。
被
害

の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
は
自
分
自
身
の
身
を
守

る
（
自
助
）
と
と
も
に
、
地
域
や
近
隣
の
人
々
が

互
い
に
協
力
し
合
い
な
が
ら
防
止
活
動
に
組
織

的
に
取
り
組
む
こ
と
（
共
助
）
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
地
域
に
お
け
る
、
普
段 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
ら
の
支
え
合
い
、
協
力
し
合
う
関
係
が
、
大
規

模
災
害
に
お
け
る
犠
牲
を
最
小
限
に
食
い
止
め

る
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

地
震
な
ど
の
大
規
模
災
害
の
時
は
、
同
時
に
多

く
の
地
域
で
被
害
が
出
る
た
め
、
消
防
や
行
政

の
助
け
に
依
存
し
て
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
避
難

を
円
滑
に
行
う
た
め
に
は
、
自
主
的
に
助
け

合
っ
て
行
動
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

「
自
主
防
災
組
織
」
を
ご
存
じ
で
す
か
。
町
内
会

な
ど
の
単
位
で
結
成
さ
れ
、「
私
た
ち
の
地
域
は

私
た
ち
で
守
る
」
の
意
識
を
持
ち
、
住
民
同
士
が

助
け
合
っ
て
災
害
に
備
え
、
災
害
を
乗
り
越
え

る
こ
と
の
で
き
る
よ
う
活
動
す
る
組
織
の
こ
と

で
す
。

現
在
、
湯
沢
町
で
は　

町
内
の
う
ち　

町
内

５１

３０

で
設
置
し
て
い
ま
す
。
災
害
発
生
時
、
現
場
で
い

ち
早
く
対
応
で
き
る
の
が
地
域
で
す
。
そ
の
連

携
が
い
ざ
と
い
う
時
の
被
害
を
最
小
限
に
食
い

止
め
ま
す
。「
守
ら
れ
る
」
か
ら
「
守
る
」
地
域
づ

く
り
を
目
指
し
て
。

町
で
は
、
自
主
防
災
組
織
の
結
成
及
び
活
動

の
支
援
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
補
助
金
を
交
付

し
て
い
ま
す
。
未
設
置
町
内
会
は
、
検
討
を
お
願

い
し
ま
す
。
町
民
全
員
で
協
力
し
、
災
害
に
強
い

町
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

共
助
の
地
域
づ
く
り

みんなで助け合う共助

い
ざ
と
い
う
と
き
の
団
結
力

平常時の活動 災害時の活動

資器材整備・管理
地区の危険箇所把握
防災訓練
災害時要援護者対策 等

情報収集・伝達
初期消火
避難誘導
救出救助
避難所設営・運営 等

�

迅速・的確な
行動

検討・見直し
防災力の強化

��
大規模災害に遭遇したとき、個人、ましてや家族だけでは心細く何もできません大規模災害に遭遇したとき、個人、ましてや家族だけでは心細く何もできません。。
大規模災害時には地域で助け合うことが不可欠です大規模災害時には地域で助け合うことが不可欠です。。

�����

友人・近隣に

� � �� �� �� �� �� �� ��

����

����

����

���

���

���

自力

家族に

通行人に

救助隊に

その他

（社）日本火災学会「兵庫県南部地震における火災に関する調査報告書」より
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■
災
害
時
要
援
護
者
支
援
制
度
っ
て
な
に
？
■

大
規
模
災
害
時
に
一
人
で
は
避
難
で
き
な
い
人
（
災

害
時
要
援
護
者
）
が
、
自
分
の
情
報
を
地
域
で
見
守
っ
て

く
れ
る
人
に
出
し
て
も
い
い
と
い
う
条
件
で
町
に
同
意

書
の
提
出
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

町
は
、
同
意
に
基
づ
い
て
名
簿
を
整
理
し
て
「
登
録
者

一
覧
表
」
を
作
り
、
支
援
し
て
ほ
し
い
近
所
の
方
な
ど
の

「
個
別
支
援
者
」
と
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
方
・
町
内

会
の
方
・
自
主
防
災
会
な
ど
の
「
地
域
支
援
者
」
に
お
渡

し
し
ま
す
。

個
別
支
援
者
・
地
域
支
援
者
の
方
々
に
は
、
こ
の
名
簿

を
使
っ
て
、
災
害
発
生
予
想
時
に
危
険
が
迫
っ
て
い
る

こ
と
の
連
絡
や
要
援
護
者
と
一
緒
に
避
難
す
る
な
ど
の

支
援
を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
行
動
が
迅
速

に
で
き
る
よ
う
日
頃
か
ら
見
守
り
活
動
や
地
域
福
祉
活

動
の
た
め
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
制
度
で
す
。

■
災
害
時
要
援
護
者
っ
て
だ
れ
の
こ
と
？
■

さ
ま
ざ
ま
な
災
害
が
発
生
し
た
際
に
、
安
全
な
場
所

に
避
難
す
る
こ
と
や
避
難
先
で
の
生
活
を
続
け
る
こ
と

に
大
き
な
障
害
が
生
じ
、
第
三
者
の
支
援
が
必
要
と
想

定
さ
れ
る
方
を
い
い
ま
す
。
登
録
を
希
望
さ
れ
る
方
は

個
別
支
援
者
と
地
域
支
援
者
の
承
諾
を
得
て
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

�
身
体
障
害
者
１
・
２
級
、
療
育
Ａ
判
定
の
手
帳
を　
　

　

お
持
ち
の
方

�
介
護
保
険
要
介
護
度
３
以
上
の
方

�
　

歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の
世
帯
の
方

６５

�
　

歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
で
町
に
登
録
を

６５

　

さ
れ
て
い
る
方

�
社
会
福
祉
協
議
会
で
災
害
弱
者
支
援
登
録
制
度
に　

　

登
録
し
て
い
る
方

■
地
域
の
み
な
さ
ま
に
お
願
い
し
ま
す
■

こ
の
制
度
は
、
地
域
の
み
な
さ
ま
の
協
力
に
よ
っ
て

成
り
立
つ
も
の
で
す
。
ま
た
、
支
援
者
は
あ
く
ま
で
も
善

意
と
地
域
の
助
け
合
い
に
よ
り
支
援
を
行
う
も
の
で
、

責
任
を
伴
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
個
別
支
援

者
と
な
っ
て
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
民
生
児
童
委
員
・
町
内
会
・
自
主
防
災
会
の

役
割
は
な
ん
で
す
か
？
■

要
援
護
者
を
地
域
で
見
守
る
組
織
づ
く
り
を
お
願
い

し
ま
す
。
主
に
地
域
支
援
者
と
し
て
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
の
で
、
分
担
し
て
地
域
支
援
者
と
な
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

普
段
は
近
隣
に
お
住
ま
い
の
方
に
よ
る
要
援
護
者
の

日
常
生
活
の
見
守
り
な
ど
、
災
害
時
に
は
自
身
と
家
族

の
安
全
が
確
認
で
き
た
ら
、
要
援
護
者
の
安
否
を
確
認

し
、
地
域
の
災
害
情
報
を
伝
え
た
り
、
避
難
が
必
要
な
場

合
に
は
そ
の
手
助
け
を
お
願
い
し
ま
す
。
支
援
者
が
災

害
時
に
実
際
に
は
支
援
が
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
責
任
を
伴
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
く
ま
で
も

善
意
と
地
域
の
助
け
合
い
に
よ
り
支
援
を
行
っ
て
も
ら

う
も
の
で
す
。

高
齢
化
に
地
域
で

　

備
え
る
ま
ち
づ
く
り

町
が
作
成
し
た
土
砂
災
害
等
の

危
険
箇
所
や
避
難
所
の
情
報
が
示

さ
れ
た
「
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
」
を
ご
存
知
で
す
か
？
湯

沢
、
土
樽
、
神
立
地
区
版
が
あ
り
、

該
当
す
る
地
区
の
皆
さ
ま
の
ご
家

庭
に
も
届
い
て
い
る
か
と
思
い
ま

す
。地

域
の
皆
さ
ん
で
情
報
を
共
有

す
る
こ
と
で
、
い
ざ
と
い
う
時
に

一
丸
と
な
っ
て
行
動
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

ま
だ
作
成
さ
れ
て
い
な
い
三

俣
・
三
国
地
区
の
土
砂
災
害
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
来
年
度
中
に
新

潟
県
の
調
査
結
果
に
基
づ
き
危
険

個
所
の
地
域
説
明
会
を
開
催
し
、

危
険
個
所
の
指
定
が
さ
れ
た
後
に

作
成
す
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
す
で
に
作
成
さ
れ
て
い

る
湯
沢
・
神
立
・
土
樽
地
区
に
つ

い
て
も
新
た
な
危
険
個
所
が
追
加

さ
れ
た
た
め
、
来
年
度
中
に
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
見
直
し
を
行
い
、

関
係
世
帯
に
配
布
す
る
予
定
で
す
。

常
に
情
報
を
共
有
す
る
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���町の果たす役割　公助
災害時は、町、消防、警察などにより、救助活動や支援物資の提供が行われます災害時は、町、消防、警察などにより、救助活動や支援物資の提供が行われます。。
災害に備える町の取り組みを紹介します災害に備える町の取り組みを紹介します。。

町
の
災
害
へ
の
備
え
と
は

災
害
が
起
き
る
、
ま
た
、
起
き
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
、
町
は
災
害
対
策
本
部
を
立

ち
上
げ
て
、
災
害
情
報
の
把
握
、
避
難
勧
告
な
ど
の
発
令
、
救
命
、
救
助
と
い
っ
た

災
害
対
応
を
実
施
し
ま
す
。
た
だ
し
、
大
規
模
災
害
時
、
町
だ
け
で
の
対
応
に
は
限

界
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、様
々
な
団
体
と
連
携
し
て
対
応
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。
災
害
時
、
南
魚
沼
市
を
は
じ
め
と
す
る
近
隣
市
町
村
、
群
馬
県
前
橋
市
、
秋
田

県
湯
沢
市
と
災
害
時
に
お
け
る
相
互
応
援
協
定
を
締
結
し
て
い
る
ほ
か
、
町
内
業

者
と
物
資
供
給
協
定
を
締
結
し
た
り
と
、
各
種
協
定
を
結
ん
で
い
ま
す
。

町は、災害時に備え、非常食や毛布な
どを備蓄しています。また、被災すれば、
協定を結んだ様々な団体からも支援物
資が届けられます。ただし、地震の規模
や発生状況で非常食などが不足するこ
とも考えられますので、各自で非常持ち
出し袋を用意しておくことが大切です。

　町の備蓄倉庫　
　�非常食（アルファー米）　約２５００食
　�毛布　５００枚
　�簡易トイレセット　４０セット
　�ブルーシート　約４０枚
　�発電機　１２台
　�投光器　２０台
　�燃料携行缶　１２個
　�コードリール　１９台

町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町ののののののののののののののののののののののののののののの防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備蓄蓄蓄蓄蓄蓄蓄蓄蓄蓄蓄蓄蓄蓄蓄蓄蓄蓄蓄蓄蓄蓄蓄蓄蓄蓄蓄蓄蓄町の防災備蓄品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品

避難場所施設提供協定
国土交通省ほか民間事業所６社

建設・建築業等応援協定
建設湯沢会ほか４団体

災害救助犬出動協定
災害救助犬十日町

災害情報等放送協定
株式会社　エフエム雪国

災害情報交換協定
国土交通省北陸地方整備局

災害協力協定
東北電力株式会社　魚沼営業所ほか１団体

地方公共団体応援協定
十日町市・長岡市（旧川口町）
魚沼市（旧町村）・南魚沼市（旧町村）

物資供給協定
ＮＰＯ法人コメリ災害対策センター

　ほか５事業所
新潟県防災行政無線管理運営協定
新潟県
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東
日
本
大
震
災
後
、
被
災
地
へ
救
助
活
動
に
行
っ
て
き

ま
し
た
。目
を
覆
い
た
く
な
る
よ
う
な
状
況
の
中
で
、少
し

で
も
生
存
者
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思
い
、
必

死
な
捜
索
活
動
を
し
た
そ
う
で
す
。

こ
の
た
び
の
原
子
力
発
電
所
事
故
を
例
に
、
ど
れ
だ
け

安
全
だ
と
言
わ
れ
て
い
て
も
、
そ
の
想
定
を
超
え
る
災
害

は
起
こ
り
得
ま
す
。
何
が
安
全
で
、何
が
危
険
な
の
か
。
そ

れ
を
判
断
し
、
災
害
か
ら
身
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

本
当
に
最
後
に
頼
れ
る
の
は
自
分
自
身
で
す
。

「
想
定
外
」「
不
測
の
事
態
」
か
ら
身
を
守
る
た
め
、
常
日

頃
か
ら「
自
ら
が
災
害
に
遭
わ
な
い
す
べ
」を
身
に
付
け
て

お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

「
海
沿
い
に
住
ん
で
い
る
人
た
ち
は
、地
震
と
津
波

の
知
識
を
持
っ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、想
定
を
超

え
る
津
波
に
よ
っ
て
飲
み
込
ま
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。今
ま
で
の
経
験
や
自
分
だ
け
の
解
釈
で
安
全
だ

と
決
め
つ
け
て
は
い
け
ま
せ
ん
。災
害
に
遭
っ
た
時

は
、
根
拠
の
な
い
『
大
丈
夫
』
は
捨
て
、
避
難
区
域
へ

逃
げ
る
こ
と
が
大
切
だ
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
実

感
し
て
い
ま
す
。

も
し
湯
沢
町
で
大
地
震
が
起
き
て
も
津
波
の
被

害
は
な
い
で
す
が
、
今
も
し
地
震
が
起
き
た
な
ら
、

雪
崩
、
ま
た
、
積
雪
の
多
い
屋
根
の
お
宅
で
の
落
雪

事
故
、
家
屋
倒
壊
な
ど
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
季
節
に

よ
っ
て
そ
の
被
害
の
種
類
も
変
わ
っ
て
き
ま
す
の

で
、あ
ら
ゆ
る
被
害
を
想
定
し
た
防
災
に
対
す
る
備

　
　

え
が
重
要
で
す
。」

起
こ
り
得
る
「
想
定
外
」

湯沢消防署 救助隊湯沢消防署　救助隊員員
熊木 一元さ熊木　一元さんん

災
害
が
発
生
す
れ
ば
、
町
は
全
力
で
災
害
対
応
を
行
い
ま
す
が
、
被
害

が
大
き
く
な
れ
ば
大
き
く
な
る
ほ
ど
消
防
を
含
め
た
行
政
の
支
援
（
公

助
）
は
行
き
届
か
な
く
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
迅
速
で
的
確
な
災
害

対
応
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
に
は
、
地
域
か
ら
役
場
へ
、
詳
細
な
被
害
状

況
、報
告
を
い
た
だ
い
た
り
、町
か
ら
地
域
へ
正
確
な
避
難
指
示
、生
活
情

報
を
提
供
し
た
り
と
、
情
報
の
共
有
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム　

ジ
ェ
イ
・
ア
ラ
ー
ト

の
運
用
を
開
始
し
て
い
ま
す
。こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、対

処
に
時
間
的
余
裕
の
な
い
緊
急
情
報
を
、
総
務
省
消

防
庁
か
ら
人
工
衛
星
を
経
由
し
て
直
接
受
信
し
、
そ

の
後
、
た
だ
ち
に
防
災
行
政
無
線
や
個
別
受
信
機
で

自
動
放
送
。
国
が
全
国
一
斉
に
整
備
を
進
め
て
い
ま

す
。湯
沢
町
に
お
い
て
も
、来
年
度
よ
り
運
用
で
き
る

よ
う
、
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

全国瞬時警報システム　Ｊ－ＡＬＥＲＴ
迅
速
な
情
報
の
収
集
・
周
知

記
憶
は
風
化
し
て
い
き
ま
す
。
震
災
の
こ
と
を

忘
れ
る
こ
と
な
く
、
今
日
か
ら
で
も
災
害
へ
の
備

え
を
始
め
て
く
だ
さ
い
。「
備
え
を
し
て
お
け
ば
よ

か
っ
た
」
と
後
悔
し
て
か
ら
で
は
遅
い
の
で
す
。

自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
「
自
助
」、
地
域
で
助

け
合
う
「
共
助
」
の
重
要
性
を
も
と
に
、
一
人
一
人

が
で
き
る
範
囲
で
防
災
に
関
す
る
意
識
を
高
め
て

い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

で
き
る
こ
と
か
ら

　
　
　
　

少
し
ず
つ
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2 月の町長活動状況
朝礼１日

防災大臣訪問（上越市）／石川遼選手来町５日

町内会長会議６日

雪国観光圏理事会・総会７日

町村会福祉部会８日

小学校親善スキー大会／２月専決町長査定９日

土樽小学校寄付金贈呈式１３日

湯沢町担い手育成総合支援協議会解散総会／
湯沢町水田農業推進協議会

１４日

農家組合長会議１５日

報酬審議会答申／北越急行取締役会１６日

魚沼地域特別養護老人ホーム組合議会／
ＦＩＳフリースタイルワールドカップ前夜祭

１７日

ＦＩＳフリースタイルワールドカップ１８日

中国旅行代理店マスコミ招聘事業観光説明会１９日

県友会２０日

３月補正町長査定２３日

湯沢町保健医療センター管理協議会２４日

苗場スノーウォーク開会式
総合型地域スポーツクラブ設立総会

２５日

魚沼地区郵便局長総会２６日

課長会議／全国森林レクリエーション理事会２７日

町村会組合会２９日

�������	���������　　��

時の流れはどうしてこうも早く感じられるので

しょうか。東北地方に甚大な被害をもたらした東日本

大震災から今日で１年。しかしながら、原子力発電所問

題、経済問題は１年という月日ではなかなか好転しな

いものだと改めて実感しています。

午後２時４６分、犠牲になられた方々へ、皆さまもど

うか黙とうをささげていただきたいと思います。被災

された皆さまの１日も早い復興をお祈りいたします。

今年の積雪は、湯沢町役場では最大で２７６センチを

記録しました。県内でも雪による災害、除雪による事

故が報道されるなか、湯沢町では大きな報告はありま

せんでした。これもひとえに、雪国湯沢での生活を熟

知されている皆さまのご協力、努力があったからこそ

と思います。憂慮されたこの豪雪もようやく落ち着き、

３月に入り春の訪れを感じさせる快晴の日も見られる

ようになりました。除雪で疲れた体を十分にお休めい

ただくとともに、今後は融雪による雪崩について十分

にご注意いただきたいと思います。

そんな豪雪のさなかではありましたが、２月１８日、１９

日の２日間にわたり、ＦＩＳフリースタイルワールド

カップが苗場スキー場で開催されました。多くの皆さ

まからの歓声あって、上村愛子選手がみごと銀メダル

を獲得されました。次期オリンピックに向けて好発進、

素晴らしい成果が得られるものと期待しています。

「湯沢町から日本を元気に」の大会コンセプトのもと行

われた大会ですが、まさに、豪雪で疲れた体に元気を

与えてくれました。このワールドカップは今年から３

年間、苗場スキー場で開催されます。来シーズンも多

くの皆さまからご来場いただき、湯沢町を盛り上げて

ほしいと思います。

さて、湯沢町の冬の代名詞、湯沢温泉雪まつりも多

くのお客様で賑わいました。札幌や近隣開催地は２月

に開催されていますが、湯沢町は毎年３月に開催して

います。どちらかといえば、雪も落ち着きだす頃に開

催する湯沢温泉雪まつりは、わたしにとっては春を感

じさせてくれます。もうあと半月あまりで、平成２４年

度が始まります。飛躍の年であるといわれる辰年の恩

恵にあやかりたいものです。健康に留意して、素晴ら

しい春を迎えましょう。
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日
こ
こ
に
、
平
成　

年
度

２４

の
予
算
案
並
び
に
関
係
諸

議
案
の
ご
審
議
を
お
願
い
す
る
に

あ
た
り
、私
の
町
政
運
営
に
対
す
る

基
本
的
な
考
え
と
新
年
度
に
お
け

る
主
な
施
策
の
概
要
を
申
し
上
げ
、

議
員
並
び
に
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
た
い
と
存

じ
ま
す
。

今
冬
は
、　

月
中
旬
か
ら
の
降
雪

１２

に
よ
り
各
ス
キ
ー
場
も
順
調
に

オ
ー
プ
ン
で
き
上
々
の
滑
り
出
し

で
し
た
が
、１
月
下
旬
か
ら
の
強
い

寒
気
に
よ
り
周
期
的
に
降
り
続
い

た
大
雪
で
平
成　

年
豪
雪
に
匹
敵

１８

す
る
積
雪
と
な
り
ま
し
た
。湯
沢
町

で
は
１
月　

日
に
豪
雪
対
策
本
部

３０

を
設
置
す
る
と
と
も
に
、２
月
３
日

に
は
災
害
救
助
法
の
適
用
を
受
け
、

生
活
弱
者
住
宅
の
除
雪
や
町
内
会

へ
の
除
排
雪
重
機
の
無
償
貸
与
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ど
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。雪
国
に

生
活
す
る
者
に
と
っ
て
雪
下
ろ
し

や
雪
片
付
け
は
宿
命
で
す
が
、高
齢

者
等
の
雪
処
理
事
故
が
多
発
し
て

お
り
、雪
処
理
の
担
い
手
不
足
は
大

き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。こ

う
し
た
状
況
の
も
と
、上
越
市

を
現
地
視
察
で
訪
れ
た
当
時
の
平

野
防
災
特
命
担
当
大
臣
に
対
し
、県

知
事
及
び
災
害
救
助
法
適
用
の　
１２

市
町
で
豪
雪
に
対
す
る
緊
急
要
望

を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

昨
年
を
顧
み
ま
す
と
１
月
の
大

雪
に
は
じ
ま
り
、３
月　

日
に
発
生

１１

し
た
東
日
本
大
震
災
と
そ
れ
に
起

因
す
る
福
島
原
子
力
発
電
所
の
事

故
や
翌
日
に
発
生
し
た
新
潟
・
長
野

県
境
地
震
、
７
月
の
新
潟
・
福
島
豪

雨
災
害
と
大
き
な
災
害
に
見
舞
わ

れ
た
一
年
と
な
り
ま
し
た
。こ
の
災

害
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥

福
を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、被
災

さ
れ
ま
し
た
皆
さ
ま
に
心
か
ら
お

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

湯
沢
町
に
は
、現
在
も
原
発
事
故

等
に
よ
り
福
島
県
か
ら
の
避
難
者

が
町
内
の
借
上
げ
住
宅
等
で
生
活

さ
れ
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
「
み
ち

の
く
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
」

を
中
心
に
支
援
体
制
を
継
続
し
て

ま
い
り
ま
す
が
、一
日
も
早
く
除
染

と
生
活
環
境
の
再
建
が
進
み
、ふ
る

さ
と
へ
帰
宅
で
き
る
よ
う
願
う
も

の
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、湯
沢
町
で
は
ス
キ
ー
シ
ー

ズ
ン
中
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
ス

キ
ー
場
及
び
宿
泊
業
を
中
心
に
大

き
な
打
撃
を
受
け
ま
し
た
が
、こ
れ

を
最
小
限
に
と
ど
め
る
た
め
経
済

復
興
対
策
委
員
会
を
立
ち
上
げ
関

係
機
関
の
ご
協
力
と
ご
支
援
を
い

た
だ
き
、
金
融
支
援
策
や
営
業
・
販

売
促
進
事
業
な
ど
の
対
策
を
講
じ

ま
し
た
。全
て
と
は
言
え
な
い
ま
で

も
、一
定
の
成
果
が
あ
っ
た
も
の
と

確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
国
政
に
目
を
転
じ
れ
ば
、

野
田
総
理
が
国
会
に
お
け
る
施
政

方
針
で
大
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
、

原
発
事
故
と
の
戦
い
、日
本
経
済
の

再
生
、加
え
て
消
費
税
を
柱
と
す
る

社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
を
不

退
転
の
決
意
で
実
行
す
る
と
表
明

し
て
お
り
ま
す
。一
方
、野
党
は
、衆

議
院
解
散
・
総
選
挙
の
一
点
張
り
で
、

相
変
わ
ら
ず
対
立
の
姿
勢
を
と
り

続
け
て
い
ま
す
。選
挙
の
損
得
勘
定

と
党
利
党
略
に
終
始
し
て
課
題
を

先
送
り
せ
ず
、与
野
党
と
も
に
国
民

に
対
す
る
政
治
の
責
任
を
果
た
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
お
り

ま
す
。

は
じ
め
に

3
月
定
例
議
会
で
上
村
町
長
が
表
し
た
施
政
方

針
。
6
つ
の
基
本
施
策
を
も
と
に
2
0
1
2
年
度
、

湯
沢
町
の
進
む
道
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

20122012 年年度度 湯沢町の進む　湯沢町の進む道道
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期
３
年
目
と
な
り
ま
し
た

平
成　

年
度
の
町
政
運
営

２４

に
あ
た
っ
て
は
、
平
成　

年
度
か
ら

２３

の
湯
沢
町
総
合
計
画
の
基
本
構
想

並
び
に
６
項
目
の
前
期
基
本
計
画

の
基
本
政
策
に
沿
っ
て
、
一
つ
ひ
と

つ
確
実
に
実
行
し
て
ま
い
り
ま
す
。

な
か
で
も
重
要
施
策
と
し
て
平

成　

年
度
か
ら
、
こ
れ
か
ら
の
町
の

２４
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
保
育

と
学
校
施
設
の
建
設
が
始
ま
り
ま

す
。
建
設
に
あ
た
っ
て
は
、
湯
沢
町

文
教
施
設
整
備
委
員
会
や
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で
頂
戴
し
た

様
々
な
ご
意
見
や
ご
提
案
を
踏
ま

え
て
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
も
、

保
護
者
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
も
湯

沢
に
住
ん
で
い
て
良
か
っ
た
と
思

わ
れ
る
よ
う
な
、
学
力
向
上
と
人
間

形
成
の
学
び
舎
と
し
て
、ま
た
、幼
・

小
・
中
と
こ
の
施
設
で
過
ご
す
時
間

が
一
生
の
宝
物
と
な
る
よ
う
な
認

定
こ
ど
も
園
と
学
校
施
設
を
つ
く

り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
統
合
後
は
地
域
の
皆
さ

ま
に
愛
さ
れ
、
育
ま
れ
て
き
た
現
在

の
保
育
園
や
小
学
校
は
そ
の
役
割

を
終
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
今

後
、
こ
れ
ら
施
設
の
利
活
用
の
方
法

等
に
つ
い
て
の
ご
意
見
や
利
用
者

の
募
集
を
広
く
行
い
、
観
光
産
業
に

依
存
し
た
ま
ち
づ
く
り
か
ら
、
新
た

な
産
業
誘
致
に
よ
る
雇
用
機
会
の

拡
大
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。ま
た
、

と
り
わ
け
ノ
リ
タ
跡
地
に
つ
い
て

は
、
平
成　

年
度
、
汚
染
土
壌
の
処

２４

理
を
行
う
方
策
を
検
討
し
て
道
筋

を
つ
け
る
と
と
も
に
、
私
が
先
頭
に

立
っ
て
誘
致
活
動
を
進
め
る
所
存

で
す
。

次
に
三
俣
地
域
振
興
対
策
は
、
ダ

ム
建
設
計
画
の
中
止
以
降　

年
が

１０

過
ぎ
よ
う
と
し
て
お
り
、
待
っ
た
な

し
の
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
道

の
駅
や
街
な
み
環
境
整
備
を
は
じ

め
と
す
る
町
事
業
と
国
直
轄
の
清

津
川
護
岸
整
備
事
業
や
関
連
事
業

の
工
事
着
手
に
全
力
で
取
り
組
み

ま
す
。

ま
た
、
オ
ー
プ
ン
以
来
、
町
の
観

光
産
業
に
大
き
く
貢
献
し
て
き
た

湯
沢
高
原
ス
キ
ー
場
と
ア
ル
プ
の

里
は
、
施
設
の
老
朽
化
に
よ
り
改
修

を
せ
ま
ら
れ
て
い
ま
す
。
町
の
財
政

状
況
が
厳
し
い
中
で
は
あ
り
ま
す

が
、
来
場
者
に
安
全
と
品
質
の
高
い

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
、
必
要

な
施
設
改
修
と
新
た
な
魅
力
づ
け

に
よ
る
再
整
備
を
図
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

以
上
、
重
要
施
策
に
対
す
る
考
え

方
と
姿
勢
に
つ
い
て
述
べ
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
私
は
こ
れ
か

ら
の
町
の
将
来
を
見
据
え
、
一
歩
踏

み
込
ん
で
施
策
を
実
施
し
、
町
民
が

湯
沢
町
に
暮
ら
す
こ
と
を
誇
り
に

思
い
、
町
の
素
晴
ら
し
さ
を
次
の
世

代
に
着
実
に
受
け
継
い
で
い
け
る

よ
う
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま

す
。施

策
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、

主
な
施
策
の
概
要
で
ご
説
明
い
た

し
ま
す
。�沢

町
の
財
政
状
況
は
観
光

産
業
の
冷
え
込
み
と
民
間

に
お
け
る
設
備
投
資
等
の
減
少
か

ら
、
町
税
収
入
が
大
き
く
落
ち
込
む

と
い
う
厳
し
い
財
政
運
営
を
強
い

ら
れ
る
中
、
平
成　

年
度
の
予
算
編

２４

成
は
、
経
常
経
費
の
さ
ら
な
る
削
減

を
行
い
な
が
ら
、
一
方
で
重
点
施
策

で
も
述
べ
ま
し
た
が
、
統
合
文
教
施

設
整
備
に　

億
９
４
９
４
万
円
、
湯

１２

沢
町
最
大
の
観
光
施
設
で
あ
る
湯

沢
高
原
施
設
改
修
等
に
１
億
７
０

０
０
万
円
、
三
俣
地
域
振
興
対
策
に

１
億
６
４
３
６
万
円
を
計
上
し
た

こ
と
か
ら
投
資
的
経
費
が
増
加
し
、

前
年
度
予
算
比
較
で
は
８
億
２
５

０
０
万
円
増
、
総
額
で　

億
１
９
０

６８

０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

歳
入
で
は
固
定
資
産
税
の
評
価

替
等
に
よ
り
、
町
税
が
前
年
比
２
億

２
５
８
２
万
円
減
少
し　

億
３
７

３８

３
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
地
方�

特
例
交
付
金
は
子
ど
も
手
当
の
公

務
員
分
が
自
治
体
負
担
と
な
っ
た

こ
と
な
ど
か
ら
１
４
０
０
万
円
の

減
、
財
産
収
入
は
湯
沢
高
原
及
び
町

内
ス
キ
ー
場
へ
の
貸
付
料
金
、
高
圧

送
電
線
下
補
償
料
の
減
に
伴
い
６

０
８
９
万
円
の
減
、
諸
収
入
で
は
東

日
本
大
震
災
経
済
復
興
対
策
特
別

資
金
の
元
利
償
還
金
３
６
２
９
万

円
が
皆
増
の
た
め
全
体
で
は
２
５

６
３
万
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

統
合
文
教
施
設
整
備
で
は
国
か

ら
の
整
備
負
担
金
及
び
交
付
金
と

し
て
４
億
５
９
４
０
万
円
、
学
校
施

設
整
備
基
金
か
ら
３
億
３
０
８
４

万
円
を
繰
入
す
る
ほ
か
、
町
債
を
５

億
４
７
０
万
円
借
り
入
れ
る
こ
と

か
ら
、
そ
れ
ら
の
項
目
が
大
幅
な
増

額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
歳
出
で
は
、
南
魚
沼
市

へ
の
委
託
事
業
で
消
防
庁
舎
の
1

期
工
事
が
終
了
し
た
こ
と
な
ど
か

ら
、
前
年
比
１
億
６
７
４
８
万
円
減

の
５
億
８
８
８
７
万
円
と
な
り
、
他

会
計
へ
の
支
出
金
は
前
年
比
４
２

１
万
円
減
の
９
億
８
８
０
０
万
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
中
で
、
下

水
道
特
別
会
計
に
は
下
水
道
事
業

の
公
債
費
支
出
額
と
ほ
ぼ
同
額
の

６
億
円
を
繰
出
す
こ
と
に
し
て
お

り
ま
す
。

重
要
施
策
と
町
政
運
営
に
つ
い
て

予
算
編
成
と
執
行

2012 年度 湯沢町の進む2012 年度　湯沢町の進む道道

２

湯



広報ゆざわ　H24．3．11 14

観
光
と
商
工
業
の
振
興

史
的
な
円
高
や
ユ
ー
ロ
危

機
、
１
０
０
０
兆
円
に
な

ら
ん
と
す
る
国
債
残
高
等
、我
が
国

の
経
済
状
況
は
厳
し
さ
を
増
す
ば

か
り
で
す
。全
国
的
な
雇
用
状
況
の

悪
化
や
地
方
自
治
体
の
財
政
状
況

の
悪
化
で
、都
市
と
地
方
の
地
域
間

格
差
が
年
々
拡
大
し
て
い
る
昨
今
、

地
域
の
活
性
化
や
雇
用
の
場
の
確

保
を
目
指
し
、全
国
の
自
治
体
は
観

光
に
そ
の
活
路
を
見
出
そ
う
と
し

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
国
内
総
人
口

と
団
塊
世
代
の
退
職
等
に
よ
る
現

役
世
代
の
減
少
に
よ
っ
て
国
内
旅

行
者
数
は
年
々
減
少
を
続
け
て
お

り
、そ
の
流
れ
を
止
め
る
こ
と
は
難

し
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

観
光
立
町
を
宣
言
し
て
い
る
当

町
と
い
た
し
ま
し
て
は
、こ
の
厳
し

い
状
況
を
踏
ま
え
て
平
成　

年
に

１０

策
定
い
た
し
ま
し
た
第
１
次
の
湯

沢
町
観
光
振
興
計
画
の
成
果
を
検

証
し
、当
町
の
置
か
れ
て
い
る
観
光

地
と
し
て
の
現
状
分
析
を
行
い
、持

続
可
能
な
町
づ
く
り
を
目
指
し
た
、

第
２
次
の
湯
沢
町
観
光
振
興
計
画

の
策
定
を
行
い
ま
す
。　

観
光
の
柱
で
あ
る
ス
キ
ー
観
光

の
取
り
組
み
は
、ス
キ
ー
が
当
町
に

伝
来
し
て
平
成　

年
度
は
１
０
０

２４

周
年
と
な
り
ま
す
。苗
場
ス
キ
ー
場

で
来
シ
ー
ズ
ン
も
Ｆ
Ｉ
Ｓ
フ
リ
ー

ス
タ
イ
ル
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
開

催
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、当
該
大
会
と

湯
沢
町
ス
キ
ー
伝
来
１
０
０
周
年

を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、大
会
関

係
者
や
ス
キ
ー
産
業
関
係
事
業
者

の
皆
さ
ま
と
共
に
ス
キ
ー
観
光
の

振
興
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、ス
キ
ー
や
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド

以
外
の
雪
遊
び
や
キ
ッ
ズ
ラ
ン
ド

な
ど
の
充
実
、地
域
の
食
や
温
泉
等

の
町
全
体
の
総
合
力
を
結
集
し
た

取
り
組
み
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
通
年
観
光
の
充
実
の

た
め
Ｊ
Ｒ
東
日
本
や
上
越
新
幹
線

沿
線
等
市
町
村
と
の
連
携
を
図
り
、

上
越
新
幹
線
開
業　

周
年
記
念
事

３０

業
の
取
り
組
み
や
、雪
国
観
光
圏
で

実
施
す
る
ス
ノ
ー
カ
ン
ト
リ
ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
や
ブ
ラ
ン
ド
確

立
事
業
な
ど
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
、

着
地
型
旅
行
商
品
に
よ
る
広
域
観

光
の
推
進
を
支
援
し
誘
客
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

課
題
と
な
っ
て
い
る
外
国
人
の

お
客
様
の
誘
致
に
対
す
る
取
り
組

み
は
、新
潟
県
や
国
際
観
光
テ
ー
マ

地
区
推
進
協
議
会
等
と
連
携
し
た
、

東
ア
ジ
ア
諸
国
の
国
々
か
ら
の
招

聘
事
業
を
積
極
的
に
展
開
す
る
と

共
に
、在
日
の
欧
米
人
に
対
す
る
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
誘
客
を
支
援
し

て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
平
成　
２４

年
度
は
日
中
国
交
正
常
化　

周
年

４０

の
年
で
あ
る
こ
と
か
ら
、新
潟
県
が

実
施
す
る
日
中
国
交
正
常
化
記
念

事
業
等
と
の
連
携
を
図
り
つ
つ
、今

後
の
最
大
の
市
場
に
成
長
す
る
と

目
さ
れ
る
中
国
に
向
け
て
、昨
年
に

引
き
続
き
富
裕
層
を
意
識
し
た
誘

客
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
を
展
開

し
て
ま
い
り
ま
す
。

バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想

沢
町
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン

構
想
は
、「
バ
イ
オ
ガ
ス
化

事
業
」「
木
質
固
形
燃
料
化
事
業
」

「
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
化
事
業
」

の
３
事
業
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、廃

棄
系
の
バ
イ
オ
マ
ス
を
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
変
換
し
石
油
資
源
由
来
の

代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
利
用
す

る
こ
と
に
よ
り
、環
境
の
保
全
に
貢

献
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。現
在
バ
イ
オ
マ
ス
関
連
事
業
で

は
、
間
伐
材
等
を
燃
料
と
す
る
ペ

レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
の
普
及
と
導
入

誘
導
策
と
し
て
、平
成　

年
度
か
ら

２２

補
助
金
制
度
を
設
け
ま
し
た
が
、ま

だ
１
件
し
か
実
績
が
な
い
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。�

主
な
施
策
の
内
容

四季を通じ四季を通じてて
ままたた
訪れたくな訪れたくなるる
まちづくまちづくりり

歴

湯

�
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ま
た
、
町
内
事
業
者
が
実
施
し
て

い
る
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
化

事
業
も
採
算
の
問
題
か
ら
、
平
成　
２４

年
３
月　

日
を
も
っ
て
こ
の
事
業

３１

か
ら
撤
退
す
る
こ
と
が
決
定
し
て

い
ま
す
。
湯
沢
町
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ

ン
構
想
の
実
現
に
は
、
当
町
に
賦
存

す
る
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
だ
け
で
は
、

持
続
可
能
で
採
算
が
取
れ
る
事
業

と
し
て
成
立
し
な
い
こ
と
が
大
き

な
障
害
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
た

め
、
再
度
町
内
の
バ
イ
オ
マ
ス
の
賦

存
量
の
調
査
と
、
構
想
の
再
分
析
す

る
た
め
関
係
課
を
集
め
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
て
検
討

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

観
光
施
設
の
整
備
改
修

の
主
要
産
業
で
あ
る
観
光

が
低
迷
す
る
状
況
の
中
で
、

こ
れ
に
何
と
か
歯
止
め
を
か
け
、
少

し
で
も
復
活
さ
せ
る
た
め
、
町
最
大

の
観
光
資
源
で
あ
る
湯
沢
温
泉

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
を
夏
は
「
高
山
植
物

と
雲
上
の
花
公
園
」
と
し
て
、
冬
は

「
温
泉
街
を
抱
く
湯
沢
地
域
の
高
所

ス
キ
ー
場
」
と
し
て
再
生
さ
せ
、
安

全
で
よ
り
魅
力
あ
る
町
有
施
設
と

す
る
た
め
に
、
花
の
植
栽
、
夏
冬
共

用
リ
フ
ト
の
整
備
、
安
全
性
確
保
の

た
め
の
リ
フ
ト
改
修
、
老
朽
建
物
施

設
の
補
修
や
、
新
た
な
魅
力
付
け
と

し
て
の
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
施
設
を
新

設
し
、「
観
光
立
町
宣
言
の
町
ゆ
ざ

わ
」
の
再
生
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、

も
う
一
度
大
き
く
ア
ピ
ー
ル
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

三
俣
地
区
の
地
域
振
興

俣
地
域
振
興
対
策
の
推
進

に
つ
き
ま
し
て
は
、生
活
排

水
処
理
に
つ
い
て
、
平
成　

年
度
ま

23

で
街
な
み
環
境
整
備
事
業
で
下
排

水
管
渠
埋
設
工
事
を
実
施
し
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、　

年
度
か
ら
は
下

２４

水
道
事
業
に
よ
る
特
定
環
境
保
全

公
共
下
水
道
事
業
で
実
施
す
る
予

定
で
新
潟
県
と
協
議
を
行
っ
て
い

ま
す
。

道
の
駅
に
つ
き
ま
し
て
は
、
国
土

交
通
省
が
整
備
す
る
用
地
の
一
部

が
取
得
困
難
に
な
り
ま
し
た
の
で
、

大
型
車
駐
車
場
の
代
替
土
地
の
検

討
を
行
い
、
三
俣
地
域
の
了
承
を
得

た
後
、
地
域
情
報
交
流
セ
ン
タ
ー
の

建
設
工
事
に
着
手
す
る
予
定
で
す
。

街
な
み
修
景
整
備
事
業
に
つ
き

ま
し
て
は
、
要
綱
の
策
定
を
地
元
協

議
会
と
進
め
て
お
り
、
要
綱
が
出
来

次
第
事
業
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

国
事
業
の
清
津
川
護
岸
整
備
事

業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成　

年
度

２２

か
ら
実
施
設
計
に
着
手
し
、　

年
度

２３

は
一
部
測
量
を
実
施
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
引
き
続
き
事
業
の
促
進
と

工
事
着
手
に
向
け
、
関
係
機
関
と
協

議
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

温
泉
街
の
無
電
柱
化
の
推
進

道
湯
沢
温
泉
線
の
温
泉
通

り
に
つ
き
ま
し
て
は
、
安

全
で
快
適
な
歩
行
者
空
間
を
創
出

す
る
た
め
、
沿
道
地
域
の
団
体
が
セ

ミ
ナ
ー
等
を
開
催
し
、
問
題
点
と
課

題
を
抽
出
し
て
今
後
の
方
向
性
・
方

針
等
の
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。　
２４

年
度
か
ら
は
地
域
商
店
街
活
性
化

事
業
の
補
助
制
度
を
活
用
し
て
「
地

域
の
生
活
者
が
利
用
し
や
す
い
誰

も
が
集
ま
れ
る
温
泉
街
の
創
造
」
を

目
指
し
て
様
々
な
活
動
を
展
開
す

る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。　

今
後
こ
の
事
業
を
支
援
し
て
交

流
拠
点
の
形
成
や
、
歩
行
者
空
間
整

備
と
無
電
柱
化
の
実
現
に
向
け
、
湯

沢
温
泉
通
り
無
電
柱
化
推
進
協
議

会
に
お
い
て
具
体
的
な
方
策
の
検

討
を
行
う
と
と
も
に
、
地
元
選
出
議

員
や
道
路
管
理
者
へ
の
要
望
活
動

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

町

三

県
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農
林
業
の
振
興

成　

年
度
か
ら
農
業
者
戸

２３
別
所
得
補
償
制
度
（
水
田
・

畑
作
）
の
本
格
的
実
施
が
始
ま
り
、

さ
ら
に　

年
度
か
ら
は
、「
人
・
農

２４

地
プ
ラ
ン
」「
農
地
集
積
協
力
金
」と

い
う
新
た
な
政
策
が
ス
タ
ー
ト
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。こ
れ
ら
の

政
策
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ（
環
太
平
洋
戦
略
的

経
済
連
携
協
定
）交
渉
が
開
始
さ
れ

る
中
で
、
我
国
の
政
策
目
標
（
平
成

　

年
３
月　

日
閣
議
決
定
）で
あ
る

２２

３１

食
料
自
給
率　

％
を
達
成（
平
成　

５０

３２

年
度
）す
る
た
め
の
政
策
で
あ
り
ま

す
の
で
、こ
の
事
業
に
取
り
組
む
地

域
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、農
業
者
人
口
の
減
少
と
高

齢
化
が
急
速
に
進
行
す
る
中
で
、後

継
者
不
足
に
よ
る
耕
作
放
棄
地
の

発
生
が
懸
念
さ
れ
る
状
況
と
な
っ

て
い
ま
す
。　

年
度
か
ら
旭
原
地
域

２３

で
は
中
山
間
地
域
直
接
払
制
度
に

加
入
し
、集
落
全
体
で
耕
作
放
棄
地

対
策
の
取
り
組
み
が
始
ま
り
ま
し

た
。今
後
と
も
食
料
の
自
給
率
向
上

と
農
地
の
多
面
的
機
能
の
保
全
の

た
め
、中
山
間
地
域
の
農
業
を
支
援

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

我
が
町
で
生
産
さ
れ
る
そ
ば
や
か

ぐ
ら
南
蛮
、
い
ち
ご
や
き
の
こ
な
ど

が
近
年
観
光
の
お
客
様
に
提
供
さ
れ

て
好
評
を
博
し
て
お
り
、
地
産
地
消

の
先
駆
け
と
し
て
注
目
を
集
め
て
お

り
ま
す
。
平
成　

年
度
に
南
魚
沼
市

２４

に
完
成
す
る
道
の
駅「
雪
あ
か
り
」の

直
売
所
、「
四
季
味
わ
い
館
」
の
指
定

管
理
を
受
託
し
た
し
お
ざ
わ
農
業
協

同
組
合
か
ら
、
当
町
の
農
産
物
な
ど

の
出
店
依
頼
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
当

町
の
農
産
物
が
雪
国
の
食
の
ブ
ラ
ン

ド
の
一
翼
を
担
う
よ
う
、
農
業
と
観

光
、宿
泊
業
、商
工
業
と
連
携
し
た
６

次
産
業
化
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

平
成　

年
度
か
ら
湯
沢
温
泉
旅
館
な

１８

ど
と
農
家
で
始
め
ま
し
た
、
越
後
湯

沢
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
新
米
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
は
、
宿
泊
さ
れ
る
お
客
様
だ
け
で

な
く
お
土
産
と
し
て
高
い
評
価
を
得

て
お
り
ま
す
の
で
、
当
町
の
食
の
ブ

ラ
ン
ド
と
し
て
定
着
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

農
作
物
へ
の
鳥
獣
被
害
防
止
対

策
に
つ
き
ま
し
て
は　

年
度
も
引

２４

き
続
き
実
施
し
、
ニ
ホ
ン
ザ
ル
、
イ

ノ
シ
シ
、
カ
ラ
ス
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ

か
ら
の
被
害
防
止
の
対
策
を
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
球
温
暖
化
が
進
行
す
る
中
で
、

環
境
保
全
や
国
土
の
保
全
、水
源
涵

養
の
機
能
や
保
健
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
機
能
等
森
林
の
多
面
的
機

能
が
見
直
さ
れ
て
い
ま
す
。新
潟
県
、

フ
ジ
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の

主
催
者
の
株
式
会
社
ス
マ
ッ
シ
ュ

と
、　

年
度
に
相
互
連
携
協
定
を
締

２３

結
し
、フ
ジ
ロ
ッ
ク
の
森
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。　

年
度

２４

も
こ
の
協
定
に
基
づ
き
、フ
ジ
ロ
ッ

ク
会
場
周
辺
の
森
林
や
ボ
ー
ド

ウ
ォ
ー
ク
の
整
備
と
、町
の
貴
重
な

財
産
で
あ
り
ま
す
町
有
林
の
整
備

を
実
施
し
、森
林
の
多
面
的
機
能
の

保
全
に
も
寄
与
し
て
ま
い
り
ま
す
。

定
住
交
流
促
進
事
業

住
交
流
促
進
事
業
も
5
年

が
経
過
し
一
つ
の
節
目
を

迎
え
た
こ
と
か
ら
、事
業
の
見
直
し

を
行
い
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
ず
、二
地
域
居
住
の
情
報
誌
で
あ

り
ま
す
「
湯
沢
ぐ
ら
し
」
は
廃
刊
と

す
る
代
わ
り
に
、町
内
の
不
動
産
業

者
が
発
刊
し
て
お
り
ま
す
リ
ゾ
ー

ト
マ
ン
シ
ョ
ン
オ
ー
ナ
ー
向
け
の

フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
に「
湯
沢
町
の
情

報
欄
」と
し
て
新
た
に
ペ
ー
ジ
を
確

保
し
、来
町
す
る
お
客
様
に�
季
節�

の
湯
沢
暮
ら
し
の
楽
し
み
方
を
提

案
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
総
務

省
の
二
地
域
居
住
の
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
「
交
流
の
ス
ス
メ
」
に
登
録
し

て
い
る
全
国
の
市
町
村
の
中
で
、当

町
の
サ
イ
ト
へ
の
ア
ク
セ
ス
数
は

常
に
5
位
以
内
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

湯
沢
の
魅
力
や
旬
の
情
報
を
効
果

的
に
発
信
し
て
新
た
な
湯
沢
フ
ァ

ン
の
獲
得
や
地
域
経
済
の
活
性
化

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

企
業
誘
致
の
推
進

要
施
策
で
も
述
べ
ま
し
た

が
、湯
沢
町
は
観
光
産
業
の

低
迷
か
ら
あ
ら
ゆ
る
業
種
に
お
い

て
経
済
活
動
が
落
ち
込
み
、新
た
な

産
業
の
創
出
が
喫
緊
の
課
題
と

な
っ
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
、昨
年

度
、南
魚
沼
地
域
産
業
立
地
基
本
計

画
を
策
定
す
る
と
共
に
、町
独
自
の

誘
致
支
援
要
綱
を
定
め
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
誘
致
活
動
も

お
こ
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、円
高
不
況
等
が

影
響
し
て
か
残
念
な
が
ら
誘
致
に

ま
で
至
ら
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、平

成　

年
度
は
こ
れ
に
加
え
、「
現
小

２４
学
校
・
保
育
園
の
施
設
」
等
を
広
報

ゆ
ざ
わ
及
び
湯
沢
町
や
文
部
科
学

省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
、

こ
の
利
用
希
望
者
を
募
る
な
ど
、よ

り
幅
広
い
条
件
下
で
の
企
業
誘
致

を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

働きがいのあ働きがいのあるる

活力あ活力あるる

まちづくまちづくりり

平

�

定

重
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社
会
福
祉
全
般

の
高
齢
化
率
が
２
月
末
で

　

・　

％
と
な
り
、
高
齢
化

３０

３０

の
進
行
で
独
居
高
齢
者
や
認
知
症

の
方
が
増
加
し
、
地
域
の
中
で
日
々

の
生
活
に
不
安
を
感
じ
る
町
民
が

増
え
て
い
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
町

民
の
皆
さ
ん
の
生
活
不
安
を
軽
減

し
、
安
全
と
安
心
の
確
保
を
図
る
こ

と
を
重
点
に
、
高
齢
者
が
健
康
で
い

き
い
き
と
生
活
し
、
介
護
が
必
要
に

な
っ
て
も
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

な
ど
に
よ
り
、
自
分
ら
し
く
生
活
で

き
る
よ
う
な
環
境
整
備
に
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。
厳
し
い
財
政
状
況

を
踏
ま
え
、
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き

た
各
種
事
業
内
容
の
見
直
し
や
、
地

域
と
行
政
と
が
協
働
し
て
解
決
す

る
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り
に
取
り

組
み
、
効
果
的
で
継
続
性
の
あ
る
事

業
運
用
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
社
会
福
祉
の
向
上

に
は
、
こ
れ
ま
で
も
ご
活
躍
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
湯
沢
町
社
会
福
祉

協
議
会
、
関
係
団
体
や
町
民
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
そ
し
て
地
域
の
方
々
と
の

連
携
や
支
援
が
不
可
欠
で
あ
り
、
引

き
続
き
協
力
体
制
を
深
め
て
ま
い

り
ま
す
。

障
が
い
者
施
策

成　

年
度
策
定
の
第
2
期

２３
湯
沢
町
障
が
い
者
計
画
・
第

3
期
湯
沢
町
障
が
い
福
祉
計
画
に

基
づ
き
、基
本
理
念
で
あ
る
、「
だ
れ

も
が
安
心
し
、生
き
が
い
を
も
っ
て
、

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し

て
」
の
実
現
に
向
け
て
、
環
境
づ
く

り
や
地
域
で
自
立
し
た
生
活
を
送

る
場
の
整
備
な
ど
に
つ
い
て
、
関
係

者
及
び
関
係
機
関
と
力
を
合
わ
せ

て
取
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
障
が
い
者
の
自
立
生
活
を

支
援
す
る
た
め
に
、
サ
ー
ビ
ス
利
用

計
画
の
作
成
と
経
過
確
認
作
業
を

「
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
み
な
み
う
お
ぬ

ま
」
に
委
託
し
て
実
施
い
た
し
ま
す
。

介
護
保
険
事
業

後
も
さ
ら
に
進
行
す
る
高

齢
化
に
伴
う
諸
問
題
に
対

応
す
る
た
め
、
介
護
保
険
事
業
の
安

定
的
運
営
を
目
的
と
し
た
第
５
期

介
護
保
険
事
業
計
画
の
中
で
、
施
設

の
基
盤
整
備
と
し
て
、
計
画
の
最
終

年
度
で
あ
る　

年
度
に
、
特
養　

床

26

３０

の
整
備
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
入
所
待
機
者
の
解
消
を
図

り
、
自
宅
で
介
護
が
困
難
な
要
介
護

者
の
支
援
の
体
制
を
強
化
し
ま
す
。

　

年
度
は
、
円
滑
な
整
備
が
実
現
す

２４る
よ
う
県
、
近
隣
自
治
体
及
び
運
営

法
人
等
と
の
連
絡
調
整
を
図
り
ま

す
。

　

ま
た
、
被
保
険
者
が
要
介
護
状
態

や
要
支
援
状
態
と
な
ら
な
い
た
め

の
温
水
健
康
体
操
教
室
や
け
ん
こ

つ
体
操
な
ど
の
介
護
予
防
事
業
を

引
き
続
き
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

そ
し
て
年
々
増
加
し
て
い
る
認
知

症
高
齢
者
に
対
応
し
て
「
認
知
症
に

な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
」
を

目
指
し
、
町
民
の
協
力
を
得
な
が
ら

平
成　

年
度
も
認
知
症
の
普
及
啓

２４

発
・
支
援
者
育
成
と
体
制
の
構
築
を

重
点
的
に
実
施
し
ま
す
。

健
康
づ
く
り
事
業

成　

年
度
は
、町
の
健
康
づ

２３
く
り
計
画「
湯
沢
町
フ
ァ
ミ

リ
ー
健
康
プ
ラ
ン
」
の
最
終
年
度
と

な
り
ま
す
。　

年
目
の
評
価
の
取
り

１０

ま
と
め
と
次
期
計
画
を
町
民
と
と

も
に
策
定
し
、
町
民
の
更
な
る
健
康

づ
く
り
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
健
康
プ
ラ
ン
の
重

点
課
題
で
あ
る
「
こ
こ
ろ
の
健
康
づ

く
り
」
に
つ
い
て
は
、
昨
年
発
足
し

た
健
康
づ
く
り
応
援
隊
と
協
働
し

て
、
普
及
活
動
を
通
じ
て
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
へ
の
関
心
を
高
め
、
支
え
あ

え
る
心
が
元
気
な
町
「
元
気
！
湯

沢
」
を
推
進
し
ま
す
。

町 安心し安心してて

自分らし自分らしくく

暮らせ暮らせるる

まちづくまちづくりり

�

平今

平

☆
☆

☆ ☆
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が
ん
検
診
受
診
率
向
上

気
の
早
期
発
見
、
早
期
治

療
の
た
め
、
平
成　

年
度

２４

も
各
種
が
ん
検
診
と
健
康
診
査
を

実
施
し
ま
す
。　

年
度
に
引
き
続
い

２３

て
、　

歳
か
ら　

歳
ま
で
の
５
歳
刻

20

４０

み
の
方
を
対
象
に
し
た
子
宮
頸
が

ん
検
診
と
、　

歳
か
ら　

歳
ま
で
の

４０

６０

５
歳
刻
み
の
方
を
対
象
に
し
た
乳

が
ん
、大
腸
が
ん
及
び
胃
が
ん
検
診

が
無
料
と
な
る
ク
ー
ポ
ン
券
を
発

行
し
て
が
ん
検
診
を
推
進
し
、受
診

率
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
検
診
も
昨

年
同
様
に　

歳
か
ら　

歳
ま
で
無

４０

６０

料
で
実
施
い
た
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
自

分
の
健
康
は
、自
分
で
守
る
！
と
い

う
意
識
を
も
っ
て
自
主
的
に
受
診

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
事
業

民
健
康
保
険
の
安
定
的
な

運
営
の
確
保
は
、
町
の
重

要
施
策
の
一
つ
で
あ
り
、町
は
保
険

者
と
し
て
国
民
皆
保
険
の
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
お
り
ま
す
。し
か
し
、

高
齢
化
の
進
行
と
医
療
技
術
の
進

歩
に
よ
り
医
療
費
が
増
大
す
る
一

方
で
、保
険
税
の
大
幅
な
増
収
が
難

し
い
状
況
下
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

年
度
も　

年
度
か
ら
４
年
続
い

２４

２１

て
の
財
源
不
足
が
生
じ
て
お
り
、基

金
か
ら
の
繰
入
と
一
般
会
計
か
ら

法
定
外
の
繰
り
入
れ
で
補
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。

今
後
も
医
療
費
の
増
加
や
、経
済
の

低
迷
か
ら
保
険
税
収
入
の
伸
び
悩

み
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、国
保
税

の
引
上
げ
も
不
可
欠
な
状
況
に

な
っ
て
い
ま
す
。低
所
得
者
の
加
入

者
が
多
く
、国
保
税
の
負
担
が
重
く

感
じ
ら
れ
る
状
況
下
に
あ
り
ま
す

が
、安
定
運
営
の
た
め
に
必
要
な
負

担
と
し
て
国
保
税
の
引
き
上
げ
に

御
理
解
を
い
た
だ
き
た
い
も
の
と

思
い
ま
す
。

　

な
お
、今
後
と
も
収
納
率
の
向
上

と
特
定
健
診
や
人
間
ド
ッ
ク
助
成

を
実
施
し
、医
療
費
削
減
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

魚
沼
基
幹
病
院

成　

年
６
月
開
院
予
定
の

２７
魚
沼
基
幹
病
院
の
運
営
財

団
と
な
る「
一
般
財
団
法
人
新
潟
県

地
域
医
療
推
進
機
構
」が　

年
４
月

２４

に
設
立
さ
れ
ま
す
。
そ
の
後
、
財
団

法
人
内
に
設
置
す
る「
開
設
準
備
委

員
会
」
に
お
い
て
、
病
院
の
運
営
方

針
や
診
療
体
制
、職
員
の
採
用
計
画

等
の
検
討
に
着
手
す
る
予
定
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
財
団
は
、
県

が
主
体
的
に
設
立
す
る
財
団
で
基

本
財
産
と
な
る
出
捐
金
に
つ
い
て

は
、総
額
５
０
０
０
万
円
の
う
ち
新

潟
県
が
４
０
０
０
万
円
、地
元
自
治

体
が
１
０
０
０
万
円
で
、湯
沢
町
は

１
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。病

院
の
運
営
に
つ
い
て
は
、開
院
前
は

県
が
運
営
交
付
金
で
支
援
し
、開
院

後
は
病
院
の
診
療
報
酬
と
県
か
ら

の
政
策
医
療
交
付
金
を
原
資
で
運

営
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。町

は
設
立
者
の
一
員
と
な
り
、財
団
の

評
議
員
に
湯
沢
町
長
と
し
て
就
任

い
た
し
ま
す
。基
幹
病
院
の
整
備
に

よ
り
、圏
域
で
の
救
急
医
療
や
高
度

医
療
が
確
保
さ
れ
、地
域
医
療
の
充

実
と
質
の
向
上
が
大
い
に
期
待
さ

れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。こ
れ
か

ら
も
関
係
者
と
連
携
し
な
が
ら
、医

療
の
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

子
育
て
支
援

育
て
支
援
に
つ
き
ま
し
て

は
、
平
成　

年
４
月
の
保

27

育
園
統
合
に
向
け
、統
合
保
育
園
で

行
う
保
育
サ
ー
ビ
ス
と
懸
案
で
あ

る
園
児
の
送
迎
方
法
に
つ
い
て
プ

ラ
ン
を
お
示
し
す
る
と
と
も
に
円

滑
な
統
合
を
実
現
す
る
た
め
に
綿

密
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
立
て
、着
実

に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、子
育
て
支
援
の
柱
の
一
つ

で
あ
る
子
ど
も
手
当
に
つ
い
て
は
、

平
成　

年
度
に
所
得
制
限
が
導
入

２４

さ
れ
ま
す
が
、遺
漏
の
な
い
よ
う
事

務
処
理
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

子

国

平

病
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環
境
衛
生境

衛
生
に
つ
き
ま
し
て
は
、

長
年
に
わ
た
り
湯
沢
町
の

衛
生
環
境
の
向
上
に
寄
与
し
て
ま

い
り
ま
し
た
「
湯
沢
町
衛
生
組
合
」

が
平
成　

年
度
末
を
持
っ
て
解
散

２３

し
、
半
世
紀
に
及
ぶ
歴
史
に
幕
を
閉

じ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
功

績
を
称
え
る
と
と
も
に
、
町
行
政
へ

の
ご
協
力
に
対
し
深
く
感
謝
の
意

を
表
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
平
成

　

年
度
か
ら
は
、
衛
生
組
合
が
行
っ

２４て
い
た
補
助
事
業
の
一
部
は
町
の

事
業
と
し
て
実
施
し
、
ま
た
環
境
美

化
活
動
・
不
法
投
棄
防
止
パ
ト
ロ
ー

ル
等
は
町
の
環
境
指
導
員
が
行
う

こ
と
で
、
引
き
続
き
ご
み
の
減
量
・

資
源
化
や
環
境
保
護
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

平
成　

年
度
か
ら
策
定
作
業
を

２２

進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
「
湯
沢
町
環

境
基
本
計
画
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、

湯
沢
町
環
境
審
議
会
へ
の
諮
問
と

答
申
を
経
て
、
２
月
に
は
計
画
案
に

対
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を

実
施
い
た
し
ま
し
た
。
平
成　

年
度

23

末
ま
で
に
完
成
さ
せ
、
環
境
優
先
の

理
念
や
目
指
す
環
境
像
を
示
し
た

「
環
境
分
野
の
総
合
計
画
」
と
し
て
、

今
後
の
各
種
施
策
の
指
針
と
す
る

考
え
で
い
ま
す
。

防
災
対
策
の
推
進

成　

年
度
に
、東
京
電
力
柏

24
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
に

お
け
る
事
故
等
の
通
報
連
絡
に
関

す
る
協
定
を
締
結
し
た
こ
と
に
よ

り
、
柏
崎
刈
羽
原
発
の
事
故
情
報
等

を
よ
り
早
く
把
握
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
は

県
内
の
市
町
村
で
組
織
す
る
原
子

力
安
全
対
策
に
関
す
る
研
究
会
の

中
で
、
原
子
力
災
害
の
対
応
等
に
つ

い
て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

土
砂
災
害
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新

潟
県
が
平
成　

年
度
に
湯
沢
・
神

22

立
・
土
樽
地
区
の
追
加
調
査
及
び
三

俣
・
三
国
地
区
で
土
砂
災
害
防
止
法

に
基
づ
く
調
査
を
行
っ
て
お
り
、
そ

れ
に
基
づ
き
今
後
地
区
説
明
会
を

開
催
す
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
平
成　

年
度
に
は
湯
沢
・

２４

神
立
・
土
樽
地
区
に
つ
い
て
追
加
調

査
を
行
う
予
定
に
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
を
見
直
す
と
と
も
に
、
三
俣
・
三

国
地
区
の
区
域
指
定
に
合
わ
せ
た

土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作

成
し
、
関
係
住
民
に
配
布
す
る
予
定

で
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、平
成　

年
度
に
契
約
し
た
、

23

緊
急
速
報
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
と
全

国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
、
ジ
ェ
イ
ア

ラ
ー
ト
（
Ｊ
―
A
L
E
R
T
）
と
連

携
し
た
シ
ス
テ
ム
整
備
を
図
り
、
町

民
を
は
じ
め
湯
沢
町
に
訪
れ
て
い

る
方
へ
緊
急
情
報
を
伝
達
で
き
る

よ
う
に
い
た
し
ま
す
。

　

耐
震
対
策
と
し
ま
し
て
は
、
平
成

　

年
度
に
役
場
庁
舎
東
館
及
び
浅

２３貝
分
館
体
育
館
の
耐
震
補
強
改
修

設
計
が
終
了
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

平
成　

年
度
は
改
修
工
事
を
実
施

２４

い
た
し
ま
す
。

環

平

自然と共に生自然と共に生きき

快適に暮らせ快適に暮らせるる

まちづくまちづくりり

�
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木
造
住
宅
耐
震
診
断
及
び

　
　
　
　
　
　

改
修
の
充
実

日
本
大
震
災
以
降
、
各
地

で
地
震
が
多
発
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、地
震
災
害
に
備
え
町
民

の
防
災
意
識
の
高
揚
を
図
る
と
と

も
に
、災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
、町
内
に
存
す
る
木

造
住
宅
の
耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
を

行
う
人
に
対
し
、引
き
続
き
補
助
金

の
支
援
を
行
い
、防
災
安
全
対
策
の

充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

克
雪
住
宅
の
整
備
支
援

宅
の
効
果
的
な
雪
処
理
を

促
進
し
住
み
よ
い
生
活
環

境
を
つ
く
る
こ
と
を
目
的
に
、住
宅

を
克
雪
住
宅
に
新
築
、改
造
し
よ
う

と
す
る
方
に
対
し
、引
き
続
き
対
象

工
事
費
の
一
部
を
補
助
し
、町
民
の

皆
さ
ま
が
安
心
し
て
冬
期
間
を
暮

ら
し
て
い
け
る
よ
う
に
支
援
し
て

ま
い
り
ま
す
。

除
雪
体
制
の
強
化
充
実

期
間
の
道
路
交
通
確
保
は
、

町
民
の
生
活
環
境
の
確
保

と
経
済
活
動
を
維
持
し
て
い
く
上

で
重
要
な
対
策
で
す
。今
冬
に
お
け

る
業
務
内
容
の
検
証
を
行
い
、消
雪

パ
イ
プ
と
機
械
除
雪
を
主
体
に
、国

土
交
通
省
、新
潟
県
及
び
地
域
住
民

と
の
相
互
の
連
携
を
図
っ
て
安
全

で
効
率
の
高
い
除
雪
を
目
指
し
ま

す
。

　

歩
行
者
空
間
確
保
に
つ
き
ま
し

て
は
、雪
み
ち
計
画
に
よ
り
通
学
路

及
び
冬
期
観
光
施
設
を
中
心
に
小

型
除
雪
機
械
に
よ
る
歩
道
除
雪
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

道
路
・
橋
梁
・
河
川
の

　
　
　
　
　
　
　

維
持
整
備

路
整
備
に
つ
い
て
は
、
今

後
未
整
備
箇
所
を
町
全
域

か
ら
抽
出
し
て
順
次
改
良
し
て
い

く
こ
と
と
し
、　

年
度
は
昨
年
に
引

24

き
続
き
中
里
ス
キ
ー
場
線
と
田
中

平
沢
線
の
改
良
を
予
定
し
て
お
り

ま
す
。維
持
管
理
面
に
お
き
ま
し
て

は
、
安
全
な
交
通
確
保
に
向
け
、
消

雪
施
設
を
始
め
と
す
る
道
路
構
造

物
、舗
装
の
維
持
修
繕
や
橋
梁
の
修

繕
等
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。ま

た
、水
路
や
小
河
川
の
維
持
整
備
を

適
切
に
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

公
園
の
維
持
整
備

園
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ

き
、
都
市
公
園
安
全
・
安
心

対
策
緊
急
総
合
支
援
事
業
と
し
て
、

平
成　

年
度
か
ら
中
央
公
園
の
施

23

設
改
修
に
着
手
い
た
し
ま
し
た
。　24

年
度
は
レ
ジ
ャ
ー
プ
ー
ル
の
屋
外

ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
ラ
イ
ダ
ー
階
段
の

改
修
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

国
道
・
県
道
の
整
備
促
進

道
関
連
で
は
、
昨
年
三
国

ト
ン
ネ
ル
の
整
備
方
針
等

を
検
討
す
る
た
め
、沿
道
自
治
体
や

有
識
者
か
ら
成
る「
三
国
ト
ン
ネ
ル

整
備
検
討
委
員
会
」
が
設
置
さ
れ
、

委
員
会
で
は
新
設
ト
ン
ネ
ル
を
整

備
す
る
こ
と
を
基
本
と
す
る
整
備

方
針
が
合
意
さ
れ
ま
し
た
。今
後
も

こ
れ
を
踏
ま
え
、関
係
機
関
と
の
更

な
る
連
携
を
図
り
、国
道　

号
新
三

１７

国
ト
ン
ネ
ル
の
早
期
工
事
着
工
や

歩
道
拡
幅
等
の
実
施
に
向
け
精
力

的
に
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

県
道
関
連
で
は
、松
川
橋
架
け
替

え
を
は
じ
め
要
望
路
線
に
つ
い
て
、

事
業
採
択
に
向
け
引
き
続
き
要
望

活
動
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

砂
防
事
業
の
促
進

級
河
川
信
濃
川
水
系
の
魚

野
川
と
清
津
川
の
最
上
流

に
位
置
し
、雄
大
な
自
然
環
境
を
財

産
と
す
る
湯
沢
町
に
と
っ
て
、砂
防

事
業
は
地
域
の
保
全
や
生
活
環
境

の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
重
要
な

事
業
で
あ
り
ま
す
。今
後
も
国
土
交

通
省
や
新
潟
県
に
砂
防
施
設
の
整

備
促
進
を
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

上
下
水
道
の
維
持
整
備

道
に
お
い
て
は
、安
全
で
安

心
し
て
利
用
で
き
る
水
質

の
確
保
と
安
定
供
給
を
図
る
た
め
に
、

平
成　

年
度
よ
り
簡
易
水
道
の
配
水

２２

池
・
計
装
設
備
等
の
改
修
を
実
施
し

て
お
り
、平
成　

年
度
は
堀
切
地
区

２４

の
施
設
整
備
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

上
水
道
は
岩
原
第
１
計
装
室
の
電
気

設
備
更
新
等
を
行
い
、水
道
の
安
定

供
給
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

公
共
下
水
道
に
つ
い
て
は
、老
朽

化
が
進
ん
で
い
る
湯
沢
浄
化
セ
ン

タ
ー
と
浅
貝
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
改
修

工
事
を
引
き
続
い
て
実
施
い
た
し
ま

す
。三
俣
地
区
は
平
成　

年
度
の
供

２８

用
開
始
を
目
指
し
、引
続
き
管
渠
の

埋
設
工
事
と
処
理
場
の
基
本
設
計
・

詳
細
設
計
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

東住

冬道

公国

一水
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国
際
交
流

年
、
マ
グ
ナ
を
訪
問
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
ソ
ル
ト
レ
イ
ク

の
郡
長
さ
ん
や
現
地
の
関
係
ス

タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
を
図

る
中
で
、
郡
長
さ
ん
を
湯
沢
に
ご
招

待
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
今

年
７
月
の
マ
グ
ナ
の
子
ど
も
た
ち

の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
合
わ
せ
て
の

来
町
に
向
け
て
現
在
調
整
を
し
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
郡
長
さ
ん

に
は
ぜ
ひ
と
も
来
町
い
た
だ
き
、
姉

妹
都
市
の
話
を
更
に
進
め
る
中
で
、

で
き
れ
ば
締
結
ま
で
持
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

マ
グ
ナ
の
学
生
の
受
け
入
れ
に

つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年
か
ら
公
民
館

の
各
種
講
座
や
サ
ー
ク
ル
の
皆
さ

ん
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
書
道
や

切
り
絵
な
ど
を
体
験
さ
せ
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、公
民
館
近
隣

の
皆
様
に
は「
お
祭
り
風
の
歓
迎
会
」

も
開
催
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
に
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
の
ふ

れ
あ
い
を
深
め
る
な
か
で
、
マ
グ
ナ

と
湯
沢
の
友
好
関
係
を
更
に
深
め

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

統
合
文
教
施
設
整
備

成　

年
度
か
ら
、
統
合
文
教

24
施
設
と
し
て
整
備
を
予
定

し
て
い
る
施
設
の
う
ち
、
小
・
中
教

室
棟
と
交
流
・
ア
リ
ー
ナ
棟
な
ど
の

建
設
工
事
に
着
手
い
た
し
ま
す
。
施

設
規
模
の
関
係
で
単
年
で
の
施
工

が
難
し
い
こ
と
や
、
各
棟
を
つ
な
ぐ

電
気
・
通
信
設
備
等
の
関
係
か
ら
、

３
か
年
の
継
続
費
と
し
て
設
定
し
、

初
年
度
と
な
る
平
成　

年
度
事
業

２４

費
と
し
て
、　

億
９
４
９
４
万
円
を

１２

計
上
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
度
か
ら
一
部
を
繰
越

し
た
実
施
設
計
業
務
も
、
工
事
発
注

に
支
障
が
出
な
い
よ
う
作
業
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。
学
校
の
授
業
を

行
い
な
が
ら
の
4
年
間
に
ま
た
が

る
工
事
期
間
と
な
り
ま
す
が
、
具
体

的
な
工
事
の
進
め
方
や
作
業
工
程

等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
請
負
者
が
決

定
し
ま
し
た
ら
中
学
校
関
係
や
近

隣
の
皆
さ
ま
に
ご
説
明
を
申
し
上

げ
、
何
よ
り
も
安
全
第
一
で
工
事
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
文
教
施
設
等
の
整
備
統
合

に
お
い
て
は
、平
成　

年
度
に
は
、閉

25

校
行
事
や
小
・
中
学
校
の
移
転
な
ど

の
具
体
的
な
動
き
が
出
て
く
る
こ

と
か
ら
、
平
成　

年
度
中
に
湯
沢
町

２４

学
校
教
育
研
究
協
議
会
を
母
体
と

し
た
検
討
組
織
に
よ
り
、
統
合
に
向

け
た
具
体
的
な
準
備
計
画
の
策
定

を
行
い
、
ス
ム
ー
ズ
な
移
行
が
で
き

る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

昨
誰もが学誰もが学べべ

個性を誇れ個性を誇れるる

まちづくまちづくりり

�

平

2012 年度 湯沢町の進む2012 年度　湯沢町の進む道道
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学
校
教
育
の
充
実

・
徳
・
体
の
調
和
の
と
れ

た
児
童
・
生
徒
の
育
成
に

努
め
、学
校
教
育
の
充
実
を
図
り
ま

す
。特
に
学
校
統
合
前
の
数
年
間
は
、

移
行
に
向
け
て
の
大
切
な
時
期
と

捉
え
、
小
中
一
貫
し
た
考
え
方
に

則
っ
た
教
育
の
充
実
に
向
け
て
取

り
組
む
と
と
も
に
、統
合
後
の
教
育

課
程
や
指
導
内
容
等
、詳
細
な
検
討

も
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、引
き
続

き
管
理
指
導
主
事
を
教
育
課
に
配

置
し
て
対
応
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
発
達
障
が
い
な
ど
に
よ
る

特
別
支
援
教
育
が
必
要
な
児
童
・
生

徒
が
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、

介
助
員
を
対
象
と
し
た
研
修
や
介

助
員
数
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
児

童
・
生
徒
の
状
況
に
あ
っ
た
教
育
環

境
に
配
慮
し
た
対
応
を
い
た
し
ま

す
。

生
涯
学
習
の
推
進
と

　
　
　
　
　
　
　

文
化
振
興

涯
学
習
の
推
進
に
あ
た
っ

て
は
、
引
き
続
き
「
自
立
す

る
湯
沢
町
民
の
育
成
」を
大
き
な
柱

と
し
て
取
り
組
み
を
行
い
、学
習
意

欲
の
向
上
や
地
域
の
教
育
・
文
化
活

動
に
お
け
る
指
導
者
の
確
保
・
育
成

を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
設
立
さ
れ
た
「
湯
沢
町
総

合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」の
自

立
に
向
け
た
支
援
を
し
て
い
く
こ

と
で
、
将
来
に
向
け
て
、
生
涯
を
通

し
て
の
健
康
づ
く
り
や
仲
間
づ
く

り
な
ど
が
で
き
る
環
境
が
で
き
、町

民
の
自
発
的
意
思
で
の
行
動
を
促

す
一
助
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

第　

回
を
迎
え
た「
越
後
湯
沢
全

16

国
童
画
展
」も
前
回
を
上
回
る
数
の

作
品
が
寄
せ
ら
れ
、全
国
的
な
公
募

展
と
し
て
定
着
を
し
て
い
ま
す
の

で
、今
後
も
継
続
し
て
開
催
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
た
、川
上
四
郎
先
生
の
作
品
に

つ
い
て
も
、デ
ジ
タ
ル
化
が
完
了
し

た
こ
と
か
ら
、復
彩
画
や
絵
葉
書
等

で
の
利
活
用
の
幅
を
広
げ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

全
国
高
等
学
校

　
　
　
　
　

総
合
体
育
大
会

成　

年
８
月
に
い
よ
い
よ

２４
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会
（
登
山
競
技
）
が
開
催
さ
れ
ま

す
。昨
年
5
月
に
実
行
委
員
会
を
立

ち
上
げ
て
準
備
を
進
め
て
ま
い
り

ま
し
た
が
、
平
成　

年
度
か
ら
、
高

２４

等
学
校
の
担
当
教
諭
も
２
名
体
制

と
な
る
予
定
で
す
の
で
、
今
後
も
、

各
方
面
か
ら
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、大
会
の
成
功
に
向
け
て

具
体
的
準
備
に
万
全
を
期
し
て
ま

い
り
ま
す
。

知生

平
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協
働
に
よ
る

　
　
　

ま
ち
づ
く
り
の
推
進

ち
づ
く
り
は
、ま
ず
自
分
た

ち
の
住
ん
で
い
る
ま
ち「
湯

沢
」
を
知
る
こ
と
が
第
一
歩
で
あ
る

と
考
え
ま
す
の
で
、「
ま
ち
づ
く
り

基
本
条
例
」
に
あ
る
通
り
、
町
が
保

有
す
る
正
確
な
情
報
を
よ
り
分
か

り
や
す
く
、
ま
た
、
町
民
が
迅
速
か

つ
容
易
に
「
知
る
」
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
今
後
も
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
そ
の
上
で
、
町
の
様
々
な
施
策

に
対
す
る
ご
意
見
を
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
な
ど
を
通
し
て
広
く
募

り
、
よ
り
多
く
の
方
と
意
見
交
換
を

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
平
成　

年
２４

度
に
お
い
て
も
「
予
算
の
概
要
版
」

を
作
成
し
て
、
町
の
現
状
を
知
っ
て

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
文
教
施
設
統

合
後
の
既
存
施
設
の
利
用
方
法
を

は
じ
め
、
町
民
の
方
か
ら
多
く
の
意

見
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

国
土
調
査
事
業
の
推
進

成　

年
度
の
地
籍
調
査
事

２３
業
は
、３
月　

日
に
発
生
し

１１

た
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
国
家
基

準
点
の
測
量
成
果
が
公
表
停
止
と

な
り
、
予
定
し
て
い
た
地
籍
調
査
事

業
の
多
く
は
繰
越
事
業
と
な
り
ま

し
た
。

　

平
成　

年
度
は
、
三
俣
１
・
２
地

２４

区
の
閲
覧
と
認
証
を
申
請
す
る
ほ

か
、
神
立
地
区
の
堰
場
・
中
学
校
近

辺
・
栄
町
の
筆
界
の
立
会
い
と
一
筆

地
測
量
、
宮
林
・
中
央
公
園
近
辺
の

基
準
点
の
埋
設
並
び
に
基
準
点
測

量
を
実
施
し
地
籍
の
明
確
化
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

行
政
運
営
の
向
上

政
組
織
に
つ
い
て
は
、平
成

　

年
度
に
町
民
課
に
会
計

２３

課
を
統
合
し
た
こ
と
に
よ
り
、現
在
、

９
課
１
局
体
制
と
な
っ
て
お
り
ま

す
が
、　

年
度
は
統
合
文
教
施
設
の

２４

実
施
計
画
が
ま
と
ま
り
、
工
事
を
発

注
す
る
段
階
と
な
り
ま
す
の
で
、
文

教
施
設
整
備
課
を
教
育
課
に
統
合

す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
保
育
園
と

学
校
の
ソ
フ
ト
関
係
の
連
携
を
図

る
た
め
に
、
町
民
課
の
子
育
て
支
援

班
の
業
務
を
教
育
委
員
会
へ
事
務

委
任
す
る
な
か
で
、
８
課
１
局
体
制

と
し
て
行
政
運
営
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

年
々
職
員
数
が
減
少
す
る
中
で

合
理
的
な
業
務
の
推
進
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
、
今
後
も
ス
ク
ラ
ッ

プ
＆
ビ
ル
ド
を
基
本
と
し
て
、
必
要

に
応
じ
合
理
的
で
柔
軟
な
組
織
の

編
成
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
職
員
の
資
質
の
向
上
の
た

め
、
こ
れ
ま
で
の
研
修
機
関
で
の
研

修
及
び
内
部
研
修
を
さ
ら
に
充
実

さ
せ
る
と
と
も
に
、
平
成　

年
度
か
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ら
実
施
し
て
い
る
「
湯
沢
町
職
員
自

主
研
修
規
程
」
に
よ
る
職
員
が
自
主

的
に
行
う
研
修
へ
の
支
援
を
継
続

し
、
行
政
課
題
の
研
究
や
ま
ち
づ
く

り
の
推
進
に
対
す
る
啓
発
意
欲
を

高
め
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

町
税
等
の
徴
収
対
策
の
強
化

町
村
と
県
の
合
同
徴
収
組

織
と
し
て
平
成　

年
度
に

２０

発
足
し
た
新
潟
県
徴
収
機
構
が
設

置
か
ら
３
年
を
経
過
し
、
地
道
な
成

果
を
あ
げ
て
い
る
こ
と
か
ら
、　

年
２４

度
以
降
も
３
年
間
延
長
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
引
き
続
き
県
税

部
と
の
連
携
協
力
関
係
を
強
め
、
各

種
滞
納
処
分
技
術
の
研
鑽
を
重
ね

つ
つ
、
徴
収
率
の
向
上
と
滞
納
額
の

圧
縮
を
図
り
ま
す
。
納
付
に
誠
意
の

見
ら
れ
な
い
滞
納
者
に
対
し
て
は
、

徹
底
的
な
実
態
調
査
に
よ
り
機
構

と
と
も
に
差
し
押
さ
え
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
な
ど
の
滞
納
処

分
を
厳
し
く
行
い
、
納
税
の
公
平
と

税
収
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

ま
た
、
新
た
な
滞
納
の
発
生
と
滞

納
額
の
増
加
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、

少
額
の
滞
納
が
生
じ
た
時
点
で
の

早
め
な
納
付
勧
告
や
臨
戸
徴
収
、
納

税
相
談
を
行
う
よ
う
努
め
ま
す
。
併

せ
て
口
座
振
替
の
推
進
や
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
を
利
用
し
た
納

付
を
さ
ら
に
周
知
す
る
な
ど
納
税

環
境
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

　

以
上
、
平
成　

年
度
に
向
け
た
施

２４

政
方
針
を
申
し
上
げ
ま
し
た
。
創
意

と
工
夫
を
も
っ
て
職
員
一
丸
と
な

り
、
町
政
の
発
展
の
た
め
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
何
と
ぞ
、
議
員

並
び
に
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

平
成　

年
３
月
６
日

２４

　

湯
沢
町
長　

上　

村　

清　

隆

持続可能な

自立した

まちづくり

�

ま

行 平

市

���������
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次の通り、入居者を募集します。

入居資格 �湯沢町に住所または勤務先がある人
 �年間収入額が町で定める基準に該当する人
 �現に住宅に困窮している人

家　　賃 収入額により決定します。

提出書類 町営住宅入居申込書（地域整備課に備付）・世帯全員
 の住民票・収入額を証する書類（平成２２年分所得証
 明書）・その他必要な書類※提出書類は返却しません。

申込受付 3 月 12 日 �～ 3 月 30 日 �（土日は除く）
 受付時間…午前８時３０分～午後５時

選考方法 入居資格審査後に選考審査を行い、必要に応じて抽選
 会を行います。

※入居決定のあった日から１０日以内に、次の手続きが必要です。手続
きができない場合は、入居決定を取り消されることがありますので、
ご注意ください。

�湯沢町または南魚沼市に居住し、町長が適当と認める連帯保証人
の連署する請書を提出すること。
�納付期限までに敷金を納付すること。
�入居決定者が、やむを得ない事情により、期限内に��の手続き
ができない場合、あらかじめ届出をすること。

申・問 地域整備課 維持管理班　�７８４－４８５２

町営大野原住宅住 宅 名

湯沢町大字神立１６４７番地４０７所 在 地

１戸募集戸数

昭和５８年築
木造鋼板葺２階建（高床式）
床面積３２.１�
和室８畳、ＤＫ４.５畳、　　　
トイレ、浴室

規 格 等

20,000 円敷 金

7,600 円～ 11,000 円家賃月額

町営大野原住町営大野原住宅宅 入入居者募集居者募集

2012 年　湯沢スキー協会「スキー場視察研修会」参加者募集！
今シーズンは、歴史のある湯沢高原スキー場様にお願いをしました。１日限りの特別料金でお応えいただき、次のと

おり計画いたしましたので、この機会にぜひご参加ください。山を滑り降りるスポーツ、スキー・スノーボードの楽し
さを再認識するのはもちろん、湯沢町を訪れるお客様への説明のためにも、多くの皆さまから参加していただければ幸
いです。なお、スキー協会員も一般町民も、FAXでの事前申し込みが必要となります。

期　日　3 月 16 日 �
会　場　湯沢高原スキー場
主　催：湯沢スキー協会　協　力：湯沢高原スキー場
参加費　湯沢スキー協会員・・・無料
　　　　湯沢町民・・・・・・・２，５００円　
　　　　※参加費は当日に受付にて徴収します。
　　　　町民は湯沢町に在住、在勤の方（リゾートマン　

　　　　　ション等にお住まいの方も含みます。）
申込期間　３月１１日（日）～３月１５日（木）まで
申込方法　・スキー協会員か否か・氏名・住所・勤務先
　　　　　・緊急連絡先（本人及び家族）・必要なレンタ

　　　　　　　ル用品（有料）・視察報告会への参加有無を記
　　　　　　　入の上お申込みください。�７８４－３２７５　
　　　　　　※１枚に１名、１枚で複数名は不可

その他　申し込みに必要な個人情報は、当日の緊急対応以
　　　　　外には使用しません。視察研修中の事故及び怪我
　　　　　等については、本人の責任で対処してください。

問　湯沢スキー協会長　林　茂（ベルニナ�７８４－３２９２）

日　程
１０：３０～１０：５０
　受付　湯沢高原スキー場ロープウェー乗り場改札付近
　　　　レンタルなど済ませた後集合
１１：００～
　視察　参加者それぞれのペースで視察してください。
１２：３０～
　昼食　会場は当日。概ね同じ時刻、同じ場所にお集

　　　　　まりいただきます。飲食は個人精算となり
　　　　　ます。食後各自視察。
１５：００　
　下山　参加者全員で下山します。
　　　　山頂ステーション前に集合してください。
１５：３０
　解散　受付をしたところで解散します。
１７：３０～
　視察報告会（希望者のみ）
　会場　ベルニナ　会費　２５００円
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新年度から変わります！　剪定枝の無料受入れについて
野焼き対策、リサイクルの促進を目的に南魚沼市環境衛生センターへ直接搬入された剪定枝については、昨年度か

ら無料で受入れをしていますが、平成 24年 4月から無料受入期間が限定されます。無料受入期間以外は料金がかかり
ますのでご注意ください。

【受入場所】
南魚沼市環境衛生センター可燃ごみ処理施設（南魚沼市島新田）

【無料受入期間】

春　14 月 11 日 �～ 15 月 31 日 �　

秋　10 月 15 日 �～ 11 月 30 日 �
★上記以外の期間は１０kg５０円（破砕が必要な場合は１００円）で受入れ

　　ます。
【受入基準】
・一般家庭のみ対象とします。
・長さ２m以下、太さ１５cm以下の枝とします。
・一重巻きに紐でしばって出してください。番線やトラロープでは出

　　さないでください。
・木の幹や根、野菜や花の茎、腐敗している木、建築廃材等は対象とな

　　りません。
・無料と有料対象のものを混在して搬入する場合は、有料とします。

【その他】
・竹の枝は対象とします。
・事業者は有料（１０kg７５円、破砕の場合１５０円）となりますが、一般家

　　庭から剪定作業及び処分を依頼され、依頼者からの依頼書 (任意の
　　様式で可 )や契約書等を受付で提示した場合は無料とします。
　ただし、搬入時に提示がない場合は有料となります。
・ごみ集積所に出す場合は、枝の長さを６０cm以内の大きさにして家庭用もえるごみ袋に入れて出してください。

　×××野焼きなど野外焼却の禁止×××　
ごみや剪定枝などの焼却は、悪臭やダイオキシン類の発生原因となるため、基準にあった焼却炉で燃やす以外は法

　律で禁止されています。違反すると５年以下の懲役若しくは１０００万円以下の罰金又はこの併科（法第２５条第１項
　第１５号）、法人の場合は、３億円以下の罰金が科せられます。
野焼きは原則として「禁止行為」であり、周辺の住民から苦情が出る焼却行為も禁止です。

問　町民課　町民生活班　　�７８４ー３４５３

剪定枝とは、庭木などの生育や形を整える
ため枝などを切り取ったものをいいます。

平
成　

年
度
ご
み
収
集
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カ
レ
ン
ダ
ー
の
配
布
に
つ
い
て

３
月
中
に
町
内
の
衛
生
組
合
代
議
員
を
通
じ
て
各
家
庭

に
配
布
さ
れ
ま
す
。
見
や
す
い
と
こ
ろ
に
貼
っ
て
い
た
だ
き
、

収
集
日
の
確
認
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
※「
ご
み
の
分
け
方
・

出
し
方
」、「
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
・
古
紙
類
」
の
ポ
ス

タ
ー
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。
今
あ
る
も
の
を
引
き
続
き
お
使

い
く
だ
さ
い
。

今年も３月中旬から４月の間に農家の皆様に
「平成２４年度（産）水稲生産実施計画書」の配布を
行いますので提出のご協力をお願いいたします。
また、農業者各々の生産数量目標も水稲生産実

施計画書配布時にお知らせいたします。２４年産米
の生産調整につきましても、ご理解とご協力を重
ねてお願いいたします。

面積換算
（ha）

生産数量目標
（ｔ）

１５４．８５７０４．５８２３年度
１５３．１９６９５．４６２４年度
△１．６６△９．１２前年差

湯沢町の 24 年産
  米の生産数量目標のお知らせ
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レースの前日、出場されるＪＡＰＡＮチームの選
手と浅貝保育園の子どもたちとのふれあいが行われ
ました。選手たちは試合前の緊張した様子ではなく、
和やかな雰囲気で子どもたちとふれあってください
ました。

浅貝保育園のみんなは、選手がいい結果を残せる
ようにと想いを込めた金色のメダルを作り、選手一
人一人に「がんばってください」と応援の言葉ととも
に、プレゼントをしました。
選手からは、「うれしい。ありがとう。」と喜びの言

葉をいただくなか、里谷多英選手は「今年はじめても
らうメダル（笑）」と笑顔で答えてくださいました。

そして、子どもたちの笑顔で選手の皆さんは、翌日
のレースを前に奮起されたことと思います。子ども
たちのメダルと本物のメダルのダブルメダルを期待
しました。

子どもたちを含め、多くの方たちが楽しみにして
いた２０１２FIS フリースタイルスキーワールドカップ
in 苗場大会は２月１８日、１９日に開催されました。１８
日の天候は猛吹雪の悪コンディションでしたが、１９
日は晴天となり、選手の好成績を後押しするような
天候となりました。
湯沢町出身の皆川賢太郎選手と昨年ご結婚された、

上村愛子選手への期待も一入のなか、結果は第２位で
した。誠におめでとうございます。
上村選手は、２シーズンぶりの復帰レースでしたの

で、「まさかメダルがとれるとは思わなかった。」と
おっしゃっていましたが、滑り方は長く休んでいた
とは思えないほどダイナミックかつスピーディーで
した。

レースのコンセプトである「感動を与えたい」にま
さに応える滑りだったと思います。
多くの選手が見せてくれた最高の滑りは、湯沢町

から世界へ感動と喜びを与えられたと感じています。
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必要なもの届出が必要な事項

在学証明書（※ 1）・転出先住所・国保保険証・印鑑修学のため、新たに他の市区町村に住所を定めるとき
卒
業
・
入
学
・
就
職

学保険証・印鑑・職場の健康保険証学校を卒業し、就職して社会保険などに加入したとき

学保険証・印鑑・本人確認資料（※ 2）学保険証の交付を受けてる方が卒業後、湯沢町に転入
し、引き続き国民健康保険に加入するとき

学保険証・印鑑学保険証の交付を受けている方が卒業後、湯沢町以外
で国民健康保険に加入するとき

印鑑、前住所地の市区町村の転出証明書・
本人確認資料（※ 2）他の市区町村から湯沢町に転入してきたとき転

入
・
転
出 印鑑・国保保険証・本人確認資料（※ 2）湯沢町から他の市町村に転出するとき

※ 1：在学証明書が間に合わない場合は、合格通
知書など入学を確認できる書類を持参し、後
日在学証明書を提出してください。

※ 2：本人確認資料とは、運転免許証、保険証、パ
スポート、年金手帳（証書）等です。

【手続き・問い合わせ】　
町民課　町民生活班　� 784-3453

学の保険証が発行されている方へ

すでに学保険証が発行されている方で、平成 24年度も引
き続き在学中であり、保険証の必要な方は更新手続きをして
ください。更新手続きは 4月 28 日（金）までに、健康福祉課

（湯沢町総合福祉センター内）で行ってください。更新手続き
には、在学証明書または学生証の写しが必要です。

【手続き・問い合わせ】
健康福祉課　国保保健班　� 784 ー 4560

平
成　

年
度

24

　

湯
沢
町
心
身
障
が
い
者
タ
ク
シ
ー
利
用
券

障
が
い
の
あ
る
方
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
し
、
積
極
的
に
社
会
参

加
を
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
町
で
は
タ
ク
シ
ー
利
用
料
金
の
一
部

を
利
用
券
を
用
い
て
助
成
し
て
い
ま
す
。
平
成　

年
４
月
よ
り
１
回

２４

の
乗
車
で
６
枚
ま
で
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

利
用
で
き
る
方

町
内
に
住
所
が
あ
る
身
体
障
害
者
手
帳（
１
〜
３
級
）、療
育
手
帳
、

　

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

申
請
・
利
用
方
法

①
印
鑑
と
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
保
健
福
祉
手
帳
を

持
参
し
て
、
健
康
福
祉
課
（
湯
沢
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
）
で
交
付

申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。
３
月　

日
よ
り
受
付
を
開
始
し
ま
す
。

１２

申
請
書
は
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。
必
要
事
項
が
記
載
し
て
あ
れ
ば
郵
送
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

②
タ
ク
シ
ー
利
用
券
は
、
年
間
分
と
し
て　

枚
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

２４

③
タ
ク
シ
ー
料
金
を
支
払
う
際
に
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、

精
神
保
健
福
祉
手
帳
を
提
示
し
、
利
用
券
を
渡
し
て
く
だ
さ
い
。

１
回
の
乗
車
で
６
枚
ま
で
利
用
で
き
ま
す
。
た
だ
し
運
賃
を
超
え

て
の
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。
助
成
額
を
超
え
る
分
に
つ
い
て
は
自

己
負
担
と
な
り
ま
す
。

※
注　

平
成　

年
３
月　

日
ま
で
の
利
用
券

２４

３１

（
水
色
）
は
、
４
月
以
降
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

申
・
問　

健
康
福
祉
課　

福
祉
介
護
班

　
　
　
　
�
７
８
４
・
４
５
６
０

国民健康保険に関する
　　届出を忘れずに！！

異動が生じたら 14 日以内 に届出してください

就職や退職、転出や転入などで保険証が変わったときは、14日以内に湯沢町役場で手続きをしてください。自動的に、
会社の方が国保の手続きをしてくれることはありません。各個人で手続きしてください。
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閲覧物件  閲覧対象者   と   閲覧に必要な書類  

当該納税義務者に関わる
　　　　　　　　固定資産

  納税義務者、その代理人及び同居の親族  

  本人確認ができる運転免許証や健康保険証など  

当該権利の目的である土地

  借地人  

・土地の賃貸権を有する者

・その他の使用または収益を目的とする権利　

　　（対価が支払われているもの）を有する者

  本人確認ができる運転免許証や健康保険証など  

当該権利の目的である家屋
及びその敷地である土地

  借家人  

・家屋の賃借地を有する者

・その他の使用または収益を目的とする権利　

　　（対価が支払われているもの）を有する者

  賃貸借契約書の原本など契約関係の証明が
  できるものと、本人確認ができる運転免許証
  や健康保険証など

当該権利の目的である固定資産

  固定資産を処分する権利を有する一定の者  

・所有者（賦課期日後に取得した者）

・破産管財人等

 税務課までお問い合わせください

固定資産課税台帳のうち、自己の資産について記載された部分を見ることがで
きるとともに、借地、借家人等も固定資産課税台帳の閲覧が可能です。納税者の代
理人、同居の親族も閲覧できます。閲覧対象者と閲覧物件は次のとおりです。

  閲覧場所  　湯沢町役場税務課（役場庁舎西館１階）

  閲覧期間  　通年（ただし、役場閉庁日を除く）　※平成２４年度分は平成２４年４月１日から

  手 数 料  　250 円（ただし、土地・家屋価格等縦覧帳簿の縦覧期間中は無料です）

次
の
閲
覧
、
縦
覧
は

　
　
　
　
　

税
務
課
ま
で
。

  縦覧場所  　湯沢町役場税務課（役場庁舎西館１階）

  縦覧期間  　4 月 1日�～ 5月 31 日�　午前８時３０分～午後５時１５分（役場閉庁日を除く）

  縦覧できる方  　納税者、納税者の同居の親族、納税者の代理人（委任状が必要）、

  手 数 料  　無料

  縦覧内容  　�土地価格等縦覧帳簿・・・所在地番、地目、地積、価格

  縦覧内容  　�家屋価格等縦覧帳簿・・・所在地番、家屋番号、種類、構造、床面積、価格

納税者が所有する土地・家屋の価格と、他の納税者の土地・家屋の価格を比較できます。

平成 24 年度 土地家屋価格等縦覧帳平成 24年度　土地家屋価格等縦覧帳簿簿

　
　
　

税
務
課　
�
7
8
4
・
3
4
5
2

帳
簿
や
台
帳
の
内
容
に
つ
い
て
、
電
話
で
の
問
い
合
わ
せ
に
は
お

答
え
し
て
い
ま
せ
ん
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

閲閲 覧覧 固定資産税課税台帳閲固定資産税課税台帳閲覧覧

縦縦 覧覧
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町の奨学金貸町の奨学金貸与与
と就学援助制           　　と就学援助制度度

奨学生の資格

�湯沢町に住所を有する者の子弟であること

�次のいずれかに該当するものであること

� 高等学校、高等専門学校、大学、大学院、専修学校ま
たは各種学校等に在学し、他の公的奨学金の給与また
は貸与を受けていない者

� 日本国外の学校で、教育委員会が�に定めるものと
同等であると認める学校に在学している者であること

�心身ともに健全で、修学に対する意欲のある者

�世帯の前年の所得税の合計が５０万円以下であること

貸与額

�高等学校または専修学校の高等課程等

 …月額２０，０００円以内　

�大学、大学院、短期大学、専修学校の専門課程等

 …月額５０，０００円以内　

�日本国外の各種学校 …月額５０，０００円以内　

貸与期間

�貸与決定の月から在学する学校の最短修業年限の終
期まで

貸与利息
�無利子です

就学援助制度
申請に必要なもの　
� 申請書
　 教育課学校教育班にあります
� 添付書類
�町民税の課税証明書、確定申告書の写し、源泉徴収票など所得を確認できるもの
�児童扶養手当を受けている場合には、最新の児童扶養手当の証書または認定通知書の写し
�生活福祉資金の貸付を受けている場合には、生活福祉資金の貸付決定書の写し
�町民税、事業税、固定資産税、国民年金掛金、国民健康保険料（税）の減免及び免除を受けた場合はその決
定通知書の写し

※保護者の申請に基づき教育委員会がその内容を審査し、認定した場合に支給されます。

教育課学校教育教育課学校教育班班

　�� 784-221784-22111

奨学金貸与制度
        修学への意欲があるにもかか修学への意欲があるにもかかわわらず、経済的理由により修学が困難な方らず、経済的理由により修学が困難な方にに
対し、町の予算の範囲内で奨学金    対し、町の予算の範囲内で奨学金をを貸与する制度です貸与する制度です

          経済的理由等により、就学困難経済的理由等により、就学困難なな児童生徒が、義務教育を円滑に受け児童生徒が、義務教育を円滑に受けるる
ことができるよう、学用品費や給     ことができるよう、学用品費や給食食費等の一部を援助する制度です費等の一部を援助する制度です

申請受付期間
　平成 24年度分受付

3月 30日（金）まで

　※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分※平成２３年度分 
ははははははははははははははははははははは随随随随随随随随随随随随随随随随随随随随随時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付     は随時受付をををををををををををををををををををををを
行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行っっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっててててててててててててててててててててていいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいままままままままままままままままままままま     行っていますすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

返還期間・方法

�貸与が終了した翌年度から、貸与を受けた年度数の
２．５倍の年数で、半年賦での返還（半年毎の支払い）

届出・問い合わせ先車　種標識番号

湯沢町役場税務課課税班
� 784 － 3452

原動機付自転車（125�以下のバイク）
小型特殊自動車（トラクターなどの農耕作
　　　　　　　　業用、その他）

湯沢町

軽自動車検査協会　新潟主管事務所長岡支所
（長岡市平島 1－ 3）　� 0258 － 22 － 0555

軽二輪車、二輪の小型自動車、軽三輪車、軽
四輪車　など長　岡

軽自動車税は、毎年４月１日現在、軽自動車等を所有している人に対
して主にその車両を置いてある市町村から課税される税金です。次に
該当する場合は４月１日までに届出をお願いします。

�軽自動車を他人に譲渡、または廃車した場合
�町外に住所を変更し、その車両の置き場が変わった場合

なお、使用していない車両でも４月１日までに届出をしないとその年度は課税の対象となります。湯沢町ナンバー
車種の廃車など、変更の手続きには、取り外したナンバーと印鑑をご持参のうえ役場税務課までお越しください。

 44 月 1 日まで月 1日までにに
届出を　　　　　届出を！！

軽自動車・バイクの異動軽自動車・バイクの異動はは

申請受付期間
　平成 24年度分受付　3月 30 日（金）まで

※貸与希望額を希望どおり貸与できない場合や、奨学生の資格を審査し、貸与できない場合があります。
　なお、申請者少数で予算に余裕がある場合においては、年度途中でも受け付けます。申請書は教育課学校教育班
　にあります。
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湯沢町公民館
〒９４９－６１０１ 湯沢町大字湯沢２８２２番地
℡：０２５-７８４-２４６０　　�：０２５-７８４-３７３７
E-mail：kouminkan@town.yuzawa.lg.jp

“ゆきぐに”　湯沢町公民館のページ

日
時　

6
月　

日
（
日
）

10

開
演　

午
後
２
時
（
開
場
午
後
１
時
半
）

会
場　

湯
沢
町
公
民
館　

ホ
ー
ル

　
　
　

全
席
自
由　

一
般
２
０
０
０
円

　
　
　

小
・
中
学
生　
　

１
０
０
０
円

（
震
災
に
よ
り
避
難
さ
れ
て
い
る
方
は
、

無
料
招
待
い
た
し
ま
す
）

＊
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
お
車
で
の
お　

　

越
し
の
際
は
乗
合
で
お
願
い
し
ま
す
。

問　

復
興
支
援
つ
む
ぐ
コ
ン
サ
ー
ト

　
　

実
行
委
員
会
（
担
当　

林
）

　
　
�
７
８
４
・
２
４
６
０

　
　
　

チ
ケ
ッ
ト
は
湯
沢
町
公
民
館
で

　
　
　

販
売
し
て
い
ま
す
。

主
催　

復
興
支
援
つ
む
ぐ
コ
ン
サ
ー
ト

　
　
　

実
行
委
員
会　
　

後
援　

湯
沢
町
教
育
委
員
会

　会場　　　新潟会場：県庁行政庁舎会議室（新潟市中央区新光町４－１）
　　　　　　長岡会場：長岡地域振興局　会議室棟２階　大会議室（長岡市四郎丸町１７３－２）
　時間　　　いずれも午前１０時～午後２時３０分（正午～午後１時は休憩）

　持参するもの　
　①登録を受けようとする銃砲刀剣類
　②銃砲刀剣類発見届（所轄警察署が発行したもの）
　③審査手数料（１件につき６３００円を新潟県収入証紙で納入する）
　（印鑑は不要です）

　銃砲刀剣類を発見した場合　
　①すみやかに最寄りの警察署に届け出てください。
　②登録を希望される場合は、届出後、上記の審査会においでください。
　③登録審査会に代理の方が来られる場合には委任状が必要です。
　④登録審査会では、法令に定める鑑定の基準（美術的価値、伝統的な製作方法等）
　　によって審査します。登録対象となったものについて登録証が交付され、所持
　　することができます。

※移動の際には危険のないように梱包し、盗難等にご注意ください。

問　新潟県教育文化行政課　�０２５－２８０－５６１９

長岡市新潟市審査会日程
２０日（金）２４年４月

１５日（金）２４年６月
１７日（金）２４年８月

１９日（金）２４年１０月
１６日（金）２４年１１月
１８日（金）２５年１月

１５日（金）２４年２月

平成２４年度
銃砲刀剣類
登録審査会
日程表

平
成　

年
度
公
民
館
一
般
利
用
受
付
に
つ
い
て

24

　
平
成　

年
度
の
湯
沢
町
公
民
館
一
般
利
用
の
受
付
を
、３
月　

日（
月
）か
ら
開
始
し
ま
す
。

２４

１９

※
事
前
に
予
約
状
況
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
町
の
事
業
や
社
会
教
育
関
係
団
体
が
優
先
と
な
り
ま
す
。

復
興
支
援
つ
む
ぐ
コ
ン
サ
ー
ト
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“Yukiguni”　from Yuzawamachi kouminkan

 
両
山
短
歌
会　

三
月
詠
草

晩
秋
の
川
原
に
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し
ゃ
ぐ
父
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の
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た
た
か
く
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裸
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ぬ
く
む
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だ
か
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れ
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に
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ロ
リ
ア
ン
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ン
プ
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赤 
揺 
る
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逝 
き
た
る
人
の
育
て 
来 
し
花

ゆ 

ゆ 

こ

初
日
の
出
予
報
と
違
う
今
朝
の
空
未
来
の
希
望
を
知
ら
す
ご
と
く
に

音
も
な
く
降
り
出
す
雪
が
見
て
る
間
に
本
降
り
に
な
り
視
界
さ
え
ぎ
る

美
容
院
の
ス
リ
ッ
パ 
履 
き
つ
つ

は

 
門 
に
咲
く
紅
き

か
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山
茶
花 
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“ゆきぐに”　湯沢町公民館のページ

２月２５日（土）、湯沢カルチャーセンターにおいて湯沢町総合型地域スポーツクラブ「ユースポ！」の設立総会が開
催されました。湯沢町のスポーツ・文化活動の拠点として、産声をあげたばかりのクラブです。まずは、公民館や保健
センター及びカルチャーセンターのスポーツ・健康づくり事業の一元化窓口となりました。今後どんどん成長して地
域づくりに貢献できるようスタッフ一同頑張ります。
会員募集のチラシをこの広報に綴じています。町民の皆さんの参加を心よりお待ちしています。

湯沢町総合型地域スポーツクラ湯沢町総合型地域スポーツクラブブ
「ユースポ！」（you spo「ユースポ！」（you spo））
H24．2月 設立しましH24．2月　設立しましたた

～設立に際して（設立趣意書）～「総合型地域スポーツクラブ」とは、文部科学省が生涯スポーツ社会の実現に向け、成人

の５０％の人が週１回運動やスポーツを行うことをひとつの目標に掲げ、全国的に創設を

推進しているものです。
湯沢町においては、週１回運動を行う成人の割合が約３５％であること、スポーツをする

子どもとしない子どもの二極化が進んでいること、また少子化に伴って学校単位での

チーム結成が難しくなっていることなど、大人の運動不足と子どもの体力低下が課題と

なっており、住民が気軽にスポーツに親しむ環境にはなっていないのが現状です。

そこで、子どもたちや高齢者、また働く世代や子育て世代など多世代にわたり、「活動

の場が分からない」「交流の機会を持ちたい」「自分の生活スタイルに合わせて活動した

い」「自分にあった種目をみつけたい」など様々なニーズに対応できる活動の機会を増や

すことを目的に、平成２２年７月、町教育委員会、健康福祉課、公民館、体育協会、総合管

理公社、体育指導委員会、スポーツ団体等が協働して、クラブ設立準備委員会を発足しま

した。
そして、準備期間としてのスポーツ体験教室、健康講座などプレ事業を終え、このたび

『 湯沢町総合型地域スポーツクラブ（通称：ユースポ！）』を設立することになりました。

「ユースポ！」の「ユ」とは、「湯沢」の「ユ」、「温泉、湯の町」の「ユ」、「優しい」の「ユ」

「ユースポ！」の「ユ」とは、「湯沢」の「ユ」、「温泉、湯の町」の「ユ」、「優しい」の「ユ」、、

「ゆっくり」の「ユ」、「友」の｢ユ｣、「遊」の｢ユ｣、そして「Ｙｏｕ あなた」の「ユ」です

「ゆっくり」の「ユ」、「友」の｢ユ｣、「遊」の｢ユ｣、そして「Ｙｏｕ あなた」の「ユ」です。。

「ユースポ！」の「スポ」とは、もちろん｢スポーツ｣の「スポ」です。ただし、「ユースポ！

「ユースポ！」の「スポ」とは、もちろん｢スポーツ｣の「スポ」です。ただし、「ユースポ！」」

では、スポーツだけではなく、フィットネス（健康づくり）も。そして元気の出るマー

では、スポーツだけではなく、フィットネス（健康づくり）も。そして元気の出るマークク

「！」を最後に付けました
「！」を最後に付けました。。「いつでも」「どこでも」「だれでも」笑顔で参加でき、“人”“自然”“健康”を柱に、

「いつでも」「どこでも」「だれでも」笑顔で参加でき、“人”“自然”“健康”を柱に、かか

らだを動かし、こころも動かすクラブを目指します

らだを動かし、こころも動かすクラブを目指します。。
つきましては、この趣旨にご賛同いただき、本クラブへのご支援・ご協力を賜りますと

ともに、より多くの皆様のご参加をお願い申し上げます。
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“Yukiguni”　from Yuzawamachi kouminkan

スポーツ参加率の向上
スポーツを続けてきた人は

もちろんのこと、これまでス
ポーツをする機会に恵まれな
かった人に対しても広く門戸
が開かれた仕組みです。

地域教育力の向上
学校と地域が連携・協力して

子供たちのスポーツ・文化など
にかかわっていくことによっ
て、地域の教育力の向上が期待
できます。

地域の活性化
全ての世代の人が身近な場

所で気軽にスポーツを楽しむ
ことができれば、地域全体に活
気が生まれ、地域独自の文化の
形成につながります。

親子・家族・世代間の
　　　　　　　　 交流
クラブにおける地域の様々

な人々とのふれあいを通じて、
親子や家族、世代間の交流が広
がります。

医療費の削減
定期的、継続的な運動・ス

ポーツは心身の健康のみなら
ず、生活習慣病や介護予防を推
進し医療費の削減につながり
ます。

積極的な社会参加
地域の中から有能な人材を

発掘して、その趣味や特技を生
かせる場を増やすことは、人々
の積極的な社会参加を促すこ
とにつながります。

高齢者の
　　　 生きがいづくり
高齢者にとって、定期的にク

ラブに通い身近なところでス
ポーツやおしゃべりを楽しむ
ことは社会との接点を持ち、健
康維持に役に立ちます。

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「ユユユユユユユユユユユユユユユユユユユユユーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーースススススススススススススススススススススポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポ！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！「ユースポ！」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」
ののののののののののののののののののののの役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役の役割割割割割割割割割割割割割割割割割割割割割割

ホームページができました
プログラムの内容や入会について

ご案内していますのでご覧ください。

問い合わせ先
湯沢町総合型地域スポーツクラブ「ユースポ！」
事務局　湯沢カルチャーセンター内　�７８４－１５１１　（木村・里吉）

ホームページ
　　　アドレス
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 第 18 回 東北電力杯
新潟県少年フットサル大会 魚沼柏崎ブロック予選会

“Yukiguni”　from Yuzawamachi kouminkan

“ゆきぐに”　湯沢町公民館のページ

昨年１２月１７日（土）、１８日（日）の２日間にわたり魚沼市堀之内体育館で開催された大会昨年１２月１７日（土）、１８日（日）の２日間にわたり魚沼市堀之内体育館で開催された大会。。
湯沢の選手の特徴として全体的に小柄ではありますが、プレーが丁寧で、最後まで粘り強く諦めないで戦う姿勢、湯沢の選手の特徴として全体的に小柄ではありますが、プレーが丁寧で、最後まで粘り強く諦めないで戦う姿勢、随随

所にみられる相手選手との駆け引きは、本当に素晴らしかったです。今までの経験を活かし次のステージでの活躍所にみられる相手選手との駆け引きは、本当に素晴らしかったです。今までの経験を活かし次のステージでの活躍をを
期待しています。（コメント：魚沼柏崎ブロック 技術委員期待しています。（コメント：魚沼柏崎ブロック　技術委員））
　

◎予選リーグ　　2位で決勝トーナメント進出！　
　デポルチスタ湯沢ＦＣ　対　ＦＣ津南ウイングス　　０対６　（前半　０対２）
　デポルチスタ湯沢ＦＣ　対　塩沢ＳＳ　　　　　　　２対０　（前半　１対０）

◎決勝トーナメント　
　デポルチスタ湯沢ＦＣ　対　ＦＯＲＺＡ魚沼ＳＣ　　２対４　（前半　１対３）　敗退

  第 18 回 東北電力第 18 回　東北電力杯杯
新潟県少年フットサル大会 魚沼柏崎ブロック予選新潟県少年フットサル大会　魚沼柏崎ブロック予選会会

第67回国民体育大会冬季大会スキー競技会
期日：2月 14 日～ 17 日
会場：岐阜県高山市　ほおのき平スキー場

少年男子大回転　　１１位　矢萩　　聡（八海高３年・浅貝）　
成年男子Ｃ大回転　２６位　田村　康大（湯沢スキー協会・駅通）

第 15 回新潟県マスターズスキー大会
期日：2月 18 日～ 19 日
会場：十日町市　松之山温泉スキー場

男子５５歳代大回転　７位 渡部　雅（津川スキークラブ・三俣２）
男子６０歳代大回転　２位 角谷　元（苗場スノースポーツクラブ・芝原）

平成 23 年度魚沼三市一郡中学校
新人クロスカントリースキー大会
期日：2月 17 日
会場：南魚沼市　欠ノ上クロスカントリーコース

女子３ｋｍフリー　　　７位　渡辺　夏希（湯沢中１年・上中）
女子３ｋｍクラシカル　９位　渡辺　夏希（湯沢中１年・上中）
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湯元共同浴場　山の湯（毎週火曜日定休）
　３月２０日（火）は休まず営業いたします。
　振替休日は３月２３日（金）です。

三俣共同浴場　街道の湯（毎週火曜日定休）
　３月２０日（火）は休まず営業いたします。
　振替休日はありません。

会員の方はご利用の際、必ず会員証を受付に提示して
　ください。

水の効用を利用しての筋力・体力・元気づくりの教室
です。平成２４年度教室の申し込み受付を行っております。
ぜひ皆さんの参加をお待ちしています。
なお、総合型地域スポーツクラブ「ユースポ！」が誕生

しましたので、町の介護予防の教室と一緒に元気づくり
を行っていきます。参加する教室は同じですが、参加方
法（申込先など）が異なります。

ご希望をお聞きしながら年齢・体力・疾病等によりク
ラス編成させていただきます。

会場�健康増進施設（湯沢町保健医療センター併設）
教室受講料�１回あたり受講料×月の回数分　を前納
受講料は参加方法によって異なります。詳細は申込時に
お問い合わせください）

夜間クラスは、後日「ユースポ！」からお知らせします。

申込先および問い合わせ先
①６４歳以下及び「ユースポ！」会員の方
　湯沢町総合型地域スポーツクラブ「ユースポ！」
　（湯沢カルチャーセンター内）　�７８４－１５１１
②６５歳以上の方
　健康福祉課　�７８４－３１４９

申込締切
年間を通じて申込受付をしておりますが、クラス編成の
都合上３月１９日（月）までにお申込みください。

　
消費者の皆さまが日ごろの買い物の機会等を利用して、
食品販売店における不適正な食品表示に関する情報提供
等を行っていただく食品表示ウォッチャーを募集します。

活動内容
　①食品販売店の生鮮食品の原産地表示などの状況につ
　いて、年６回（１回あたり２店舗程度）報告していた
　だきます。

　②随時、不適正な食品表示の情報を提供していただき
　ます。

応募資格
　①県内在住の満２０歳以上（平成２４年４月１日現在）　
　の方で、食品表示に関心のある方

　②定期的な報告と情報提供の実施が可能な方
　③研修会（４月下旬開催予定）への出席が可能な方
任　期　
　委嘱した日から平成２５年３月３１日まで
謝礼等
　①年額６０００円の範囲内で謝金をお支払いします。
　②報告書類の郵送費や研修会への参加旅費は県が負担
　します。

　③食品販売店への交通費等は食品表示ウォッチャーの
　負担となります。

募集人員　１００人
募集締切　３月２９日（木）まで

応募方法等くわしくは新潟県ホームペー応募方法等くわしくは新潟県ホームページジ
www.pref.niigata.lg.jp をご覧くださいwww.pref.niigata.lg.jp をご覧ください。。

問問 新潟県農林水産部 食品流通課 消費拡大　新潟県農林水産部　食品流通課　消費拡大係係
　　��０２５－２８０－５７４０２５－２８０－５７４３３

共同浴場の営業日について
　　　　　　　　（財）湯沢町総合管理公社

平成２４年度温水健康体操教室参加者募集
　　　　　　　　　　　　　　健康福祉課

�������	��

インフォメーション

�����時間・曜日

④①
１１：００～
１２：００～

⑪⑨
⑦

１４：００～１５：００
⑤②

１３：３０～
１４：３０～

⑫⑩
⑧

１５：００～１６：００
⑥③

１４：３０～
１５：３０～

食品表示ウォッチャー募集
　　　　　　新潟県農林水産部食品流通課
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3 月の使用済み天ぷら油の回収は
　3/12�～ 16�　8：30 ～ 17：00
　　　　　　役場・公民館の正面玄関で行います。

①水・天かす等の異物は取り除いてください。
②必ず油の入っていた容器に入れて出してください。
　（缶入り製品の場合のみペットボトル可）
③容器のフタはしっかり締めてください。
④設置されている回収ボックスの中に容器を立てて入れてく

　　ださい。

※一般用家庭から排出される油が対象です。
※賞味期限の切れた油も回収します。

２月の使用済み天ぷ２月の使用済み天ぷらら
油の回収では、７５リッ油の回収では、７５リットト
ルの油を回収することルの油を回収することがが
できました。これからできました。これからもも
資源のリサイクルのため資源のリサイクルのため、、
使用済み天ぷら油は捨使用済み天ぷら油は捨てて
ずに回収場所に出しずに回収場所に出しまま
しょうしょう。。

問　湯沢町役場　町民課
　　　� 784 － 3453
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